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バババルルルブブブコココンンンバババーーージジジョョョンンンキキキッッットトト
Multi-Pro® 1750 タタターーーフフフスススプププレレレーーーヤヤヤ
モモモデデデルルル番番番号号号136-0372

取取取りりり付付付けけけ要要要領領領

このキットは、ターフ用液剤散布車のための散布コントロールバルブおよびその関連機器を新しいも
のにするためのキットです。

弊社のウェブサイトwww.Toro.comで、製品の安全な取扱いや運転に関する講習資料、アクセサリ情報の閲
覧、代理店についての情報閲覧、お買い上げ製品の登録などを行っていただくことができます。

警警警告告告

カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州
第第第65号号号決決決議議議ににによよよるるる警警警告告告

米米米国国国カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州でででははは、、、こここののの製製製品品品ににに、、、ガガガンンンややや先先先天天天性性性異異異常常常なななどどどののの原原原因因因とととななな
るるる化化化学学学物物物質質質ががが含含含まままれれれててていいいるるるとととささされれれててておおおりりりままますすす。。。

米米米国国国カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州でででははは、、、こここののの製製製品品品ををを使使使用用用しししたたた場場場合合合、、、ガガガンンンややや先先先天天天性性性異異異常常常なななどどどををを
誘誘誘発発発すすするるる物物物質質質ににに触触触れれれるるる可可可能能能性性性がががあああるるるとととささされれれててておおおりりりままますすす。。。

安安安全全全にににつつついいいててて
警警警告告告

こここののの散散散布布布装装装置置置ででで取取取りりり扱扱扱ううう農農農薬薬薬ははは人人人体体体ややや動動動植植植物物物、、、土土土壌壌壌なななどどどににに危危危険険険ををを及及及ぼぼぼすすす可可可能能能性性性がががあああるるるのののででで取取取りりり扱扱扱
いいいにににははは十十十分分分注注注意意意すすするるるこここととと。。。

• 自自自分分分自自自身身身ののの安安安全全全ををを守守守るるるたたためめめににに、、、農農農薬薬薬ををを取取取りりり扱扱扱ううう前前前ににに、、、容容容器器器ににに張張張っっってててあああるるるラララベベベルルルややや安安安全全全デデデーーー
タタタシシシーーートトトMSDSなななどどど取取取りりり扱扱扱いいい上上上ののの注注注意意意をををよよよくくく読読読んんんででで理理理解解解ししし、、、薬薬薬剤剤剤メメメーーーカカカーーーののの指指指示示示ををを守守守るるる。。。たたた
とととえええばばば、、、保保保護護護めめめがががねねねゴゴゴグググルルル、、、手手手袋袋袋なななどどど、、、薬薬薬剤剤剤とととののの接接接触触触ををを防防防止止止ししし危危危険険険かかかららら身身身ををを守守守るるるここことととののの
ででできききるるる適適適切切切ななな保保保護護護対対対策策策ををを講講講じじじるるる。。。

• 散散散布布布すすするるる薬薬薬剤剤剤ははは一一一種種種類類類とととははは限限限らららななないいいのののででで、、、取取取りりり扱扱扱っっっててていいいるるるすすすべべべてててののの薬薬薬剤剤剤ににに関関関しししててて注注注意意意事事事
項項項ををを必必必ずずず確確確認認認すすするるる。。。

• 上上上記記記安安安全全全確確確保保保ににに必必必要要要ななな情情情報報報ががが手手手ににに入入入らららななないいい場場場合合合にににははは、、、こここののの装装装置置置ののの運運運転転転ををを拒拒拒否否否しししてててくくくだだださささいいい。。。

• 散散散布布布装装装置置置ののの整整整備備備ややや修修修理理理をををすすするるる時時時ははは、、、そそそののの前前前ににに必必必ずずず、、、そそそののの装装装置置置ががが薬薬薬剤剤剤メメメーーーカカカーーーののの指指指示示示通通通りりりににに3回回回
のののすすすすすすぎぎぎ洗洗洗いいいややや必必必要要要ななな中中中和和和処処処理理理ををを実実実行行行済済済みみみででであああるるるこここととと、、、さささらららににに、、、すすすべべべてててのののバババルルルブブブにににそそそれれれぞぞぞ
れれれ 3回回回ののの開開開閉閉閉操操操作作作洗洗洗浄浄浄ががが実実実施施施ささされれれててていいいるるるここことととををを確確確認認認すすするるる。。。

• 十十十分分分ななな量量量ののの水水水ととと石石石鹸鹸鹸ををを身身身近近近ににに常常常備備備ししし、、、薬薬薬剤剤剤ががが皮皮皮膚膚膚ににに直直直接接接触触触れれれたたた場場場合合合にににははは、、、直直直ちちちににに洗洗洗いいい流流流すすすこここととと。。。

© 2016—The Toro® Company
8111 Lyndale Avenue South
Bloomington, MN 55420

製品の登録は www.Toro.com. この文書は翻訳です。 (JA)
Printed in the USA
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安安安全全全ラララベベベルルルととと指指指示示示ラララベベベルルル

以下のラベルや指示は危険な個所の見やすい部分に貼付してあります。 破損したりは
がれたりした場合は新しいラベルを貼付してください。

decal127-6976

127-6976

1. 下げる 2. 上げる

decal127-6979

127-6979

1. ポンプ戻りフロー 3. 攪拌フロー

2. 流量

decal127-6981

127-6981

1. バイパス戻りフロー 3. ブームスプレー

2. 流量

decal127-6982

127-6982

1. ポンプ戻りフロー 2. ブームスプレー
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取取取りりり付付付けけけ

付付付属属属部部部品品品

すべての部品がそろっているか、下の表で確認してください。

手手手順順順 内内内容容容 数数数量量量 用用用途途途

1 必要なパーツはありません。 – キット取り付けの準備。

2 必要なパーツはありません。 – 水圧検知チューブを取り外します。

3 必要なパーツはありません。 – バルブからワイヤハーネスを外します。

4 必要なパーツはありません。 – オプションのアタッチメントを外します。

5 必要なパーツはありません。 – ブームバルブを取り外します。

6 必要なパーツはありません。 – 攪拌ノズルを取り外します。

7 必要なパーツはありません。 – 攪拌・レート・マスター散布の各バルブを
外します。

ケーブルタイ 6
3 ピンアダプタ 58
4 ピンアダプタ 1

バルブ電装用コネクタを交換します。

攪拌・レート・マスター散布マニホルド 19 個別ブームバルブマニホルド 1 バルブアセンブリを取り付けます。

10 フローメータのホース25 x 289mm 1 フローメータとホースを取り付けます。

11 必要なパーツはありません。 – ワイヤハーネスを接続します。

ハンドル 1
ねじ6–32 x ⅝ インチ 1
攪拌スロットルバルブ 1
ブラケットナイロン製 1
攪拌バルブブラケット 1
ボルト6 x 12mm 4
エダクタ停止バルブ 1
エダクタ停止ブラケット 1
フランジロックナット¼ インチ 4

12

フランジヘッドボルト5/16 x ¾ インチ 2

オプションのエダクタキットを搭載した車
両では、攪拌スロットルバルブとエダクタ
停止バルブを取り付けます。

13 攪拌ノズルアセンブリ 1 攪拌ノズルアセンブリとホースを取り付
けます。

戻りホース2.5 x 71cm 1
攪拌給液ホース2.5 x 72cm 1

14 バイパスホース2.5 x 110cm — オプショ
ンのスプレースティックや電動リールキッ
トを搭載していないマシン

1

戻りホース、攪拌給液ホース、バイパス
ホースを取り付けます。
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手手手順順順 内内内容容容 数数数量量量 用用用途途途

散布用給液ホース2.5 x 73cm —オプショ
ンのエダクタキットを搭載していない車両

1

フランジクランプ4064mm 2
ガスケット25 x 35mm 2
サポートクランプオプションのエダクタキッ
トを搭載していない車両

1

フランジヘッドボルト5/16 x ¾ インチオ
プションのエダクタキットを搭載していな
い車両

1

フランジロックナット5/16インチオプション
のエダクタキットを搭載していない車両

1

下側給液ホース2.5 x 66cm —オプション
のエダクタキットを搭載している車両

1

リテーナ小オプションのエダクタキットを
搭載している車両

1

15

上側給液ホース2.5 x 22cm —オプション
のエダクタキットを搭載している車両

1

散布用給液ホースを取り付けます。

ブームバイパスホース2.5 x 146cm 1
給液ホース左側ブーム2 x 205cm 1
給液ホース中央ブーム2 x 58cm 116
給液ホース右側ブーム2 x 170cm 1

散布バルブ用ホースを取り付けます。

キャップとリテーナ 1
バーブ付きストレートフィッティング ½ イ
ンチ

1

クイックコネクトフィッティングソケット 1
ホースクランプ1332mm 2
ホース1.3 x 762cm 1
ホース1.3 x 180cm 1
2412-36 ホースクランプ611mm 2
バイパス停止バルブ 1

17

ブームバイパスホース2.5 x 146cm 1

オプションのスプレーガンキットや電動
ホースリールキットに停止バルブとホース
を接続します。

エダクタ用給液ホース2 x 88cm 118 リテーナ小 1
オプションのエダクタキット用のホースを
取り付けます。

19 必要なパーツはありません。 – 水圧検知チューブを取り付けます。

20 必要なパーツはありません。 – ジオリンクスプレーシステム仕上げキット
の最終作業を行います。

1
キキキッッットトト取取取りりり付付付けけけののの準準準備備備

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

液液液剤剤剤タタタンンンクククとととオオオプププシシショョョンンンのののすすすすすすぎぎぎタタタンンンクククののの準準準
備備備ををを行行行ううう
1. 平らな場所に駐車する。

2. 駐車ブレーキを掛ける。

3. エンジンを止め、キーを抜き取る。
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g038082

図図図 1

散散散布布布装装装置置置とととオオオプププシシショョョンンンのののすすすすすすぎぎぎタタタンンンクククキキキッッッ
トトトののの準準準備備備ををを行行行ううう

1. スプレーヤを洗浄するオペレーターズマニュ
アルの「スプレーヤの洗浄」を参照。

重重重要要要 バババルルルブブブコココンンンバババーーージジジョョョンンンキキキッッットトトののの取取取りりり付付付
けけけををを行行行ううう前前前ににに、、、タタタンンンクククををを完完完全全全ににに空空空にににすすするるる必必必要要要
がががああありりりままますすす。。。

2. オオオプププシシショョョンンンのののすすすすすすぎぎぎキキキッッットトトををを搭搭搭載載載しししててていいいるるる
車車車両両両でででははは以以以下下下ののの作作作業業業ををを行行行うううすすぎタンクから
液剤タンクへ水を移動させるすすぎキットの
取り付け要領書 の「すすぎキットの使用方
法」を参照。

3. 液剤タンク図 2を空にする散布車のオペレー
ターズマニュアルの「スプレーヤの洗浄」を
参照。

g038087

図図図 2

1. バルブブラケット 3. ドレンバルブ

2. 取り付けボルト
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バババッッッテテテリリリーーーののの接接接続続続ををを外外外すすす

警警警告告告
配配配線線線かかかららら出出出たたた火火火花花花ででで水水水素素素ガガガスススががが爆爆爆発発発ををを起起起こここししし
人人人身身身事事事故故故ににに至至至るるる恐恐恐れれれがががあああるるる。。。

バババッッッテテテリリリーーーケケケーーーブブブルルルののの接接接続続続ルルルーーートトトががが不不不適適適切切切ででで
あああるるるとととケケケーーーブブブルルルがががシシショョョーーートトトををを起起起こここしししててて火火火花花花ががが
発発発生生生すすするるる。。。

• ケケケーーーブブブルルルををを取取取りりり外外外すすす時時時ははは、、、必必必ずずずマママイイイナナナススス
黒黒黒ケケケーーーブブブルルルかかかららら取取取りりり外外外ししし、、、次次次にににプププラララススス赤赤赤ケケケーーー
ブブブルルルををを外外外すすす。。。

• ケケケーーーブブブルルルををを取取取りりり付付付けけけるるる時時時ははは、、、必必必ずずずプププラララススス
赤赤赤ケケケーーーブブブルルルかかかららら取取取りりり付付付けけけ、、、そそそれれれかかからららマママイイイナナナ
ススス黒黒黒ケケケーーーブブブルルルををを取取取りりり付付付けけけるるる。。。

バババッッッテテテリリリーーーののの端端端子子子ににに金金金属属属製製製品品品ややや車車車体体体ののの金金金属属属部部部分分分
ががが触触触れれれるるるとととシシショョョーーートトトををを起起起こここしししててて火火火花花花ががが発発発生生生すすす
るるる。。。

• バババッッッテテテリリリーーーののの取取取りりり外外外しししややや取取取りりり付付付けけけををを行行行うううととと
きききにににははは、、、端端端子子子ととと金金金属属属部部部ををを接接接触触触さささせせせななないいいよよよううう
ににに注注注意意意すすするるる。。。

• バババッッッテテテリリリーーーののの端端端子子子ととと金金金属属属ををを接接接触触触さささせせせななないいい。。。

• バババッッッテテテリリリーーー押押押さささえええははは必必必ずずず取取取りりり付付付けけけるるる。。。

1. 平らな場所に駐車し、駐車ブレーキを掛け、
ポンプを停止し、エンジンを停止し、左右の
ブームを水平位置に開く。

2. キースイッチをOFF位置にして抜き取る;オペ
レーターズマニュアルを参照。

3. 座席ラッチのハンドルを後ろに押して座席の
ラッチを解除する図 3。

g024081

図図図 3

1. 運転席 3. 座席ラッチのハンドル

2. 支持棒

4. 座席と座席プレートを前に倒す支え棒の端部
がブラケットの溝の一番下までくるように、
座席を完全に前に倒す図 3。

5. エンジンが完全に冷えるのを待つ。

6. バッテリー端子から、マイナス黒アース側ケー
ブルを外す図 4。

注注注 外したケーブルの端子部分がバッテリー端
子に触れないように十分注意してください。
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g038089

図図図 4

1. プラス端子 4. ナット

2. 絶縁カバープラス赤ケー
ブル

5. ボルト

3. バッテリーのマイナス端子 6. マイナスケーブル

7. プラスケーブル赤についている絶縁カバー
を外し、プラス端子からプラスケーブルを外
す 図 4。

2
水水水圧圧圧検検検知知知チチチュュューーーブブブををを取取取りりり外外外すすす

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

手手手順順順

1. 右側ブーム用バルブのエンドキャップのカッ
プラにあるカラーを押し込む図 5。

g038099

図図図 5

1. ポート付きフィッティング右
ブームバルブの端

3. 水圧検知チューブ

2. チューブカップラ

2. ダッシュボード用の水圧検知チューブを抜き
出す図 5。
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3
バババルルルブブブかかからららワワワイイイヤヤヤハハハーーーネネネスススををを外外外すすす

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

手手手順順順

1. 右側散布バルブから、ワイヤハーネスの、
RIGHT SPRAY VALVE というラベルのついている
コネクタコンタクタが3つを取り外す 図 6。

g038102

図図図 6

1. 右側散布バルブ 4. 散布バルブコネクタ

2. 中央散布バルブ 5. 3 コンタクトコネクタ

3. 左側散布バルブ 6. ねじ

2. 散布バルブから、ワイヤハーネスの3コンタク
トコネクタを外す図 6。

3. 上記ステップ 1と2を、ワイヤハーネスの
CENTER SPRAY VALVE というラベルのコネクタ
とLEFT SPRAY VALVEというラベルのコネクタ
にも行う。

4. 右側マスター散布バルブから、ワイヤハーネ
スの、MASTER SPRAY VALVE というラベルのつい
ているコンタクトコネクタ外す 図 7。

g038104

図図図 7

1. マスター散布バルブ 4. バルブの電気コネクタ攪拌
バルブ

2. レートバルブ 5. 3コンタクトコネクタワイヤ
ハーネスAGITATION VALVE

3. 攪拌バルブ 6. バルブの電気コネクタマス
ター散布バルブ

5. バルブから、ワイヤハーネスの3コンタクト
コネクタを外す図 7。

6. 上記ステップ 4と5を、ワイヤハーネスのRATE
VALVE というラベルのコネクタとAGITATION
VALVEというラベルのコネクタにも行う。

7. ワイヤハーネスをブームバルブブラケットと
攪拌・散布率・マスター散布ブラケットに固
定している押し込み型ファスナ5個を外す。
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g038127

図図図 8

1. ブラケットスロットルバルブ) 3. ブラケット攪拌・散布率・マ
スター散布バルブ

2. 押し込みファスナー

4
オオオプププシシショョョンンンのののアアアタタタッッッチチチメメメンンントトトををを外外外すすす

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

オオオプププシシショョョンンンのののエエエダダダクククタタタキキキッッットトトををを外外外すすす

1. 給液ホースのフランジ付きホースバーブをエ
ダクタの入り口フランジに固定しているフラ
ンジクランプを取り外す図 9。

g038152

図図図 9

1. 入り口フランジエダクタ 3. フランジクランプ

2. ガスケット 4. フランジ付きホースバーブ
給液ホース

2. エダクタから、フランジ付きホースバーブと
ガスケットを外す図 9。

注注注 外したフランジクランプとガスケットは、
ステップ 18オプションのエダクタキット用の
給液ホースを取り付ける (ページ 45)で使用し
ますが、給液ホースは不要となり、7攪拌・
レート・マスター散布の各バルブを外す (ペー
ジ 14)で、攪拌・散布率・マスター散布バルブ
と共に取り外すことになります。

3. 散布用給液ホースの、バーブ付き90°フィッ
ティングを水圧リリーフバルブ前部のT字
フィッティングに固定しているリテーナを取
り外す図 11。

注注注 リテーナは 散布用給液ホースを取り付ける
オプションのエダクタキットを搭載していな
い車両 (ページ 33)で使用します。

g038474

図図図 10
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g038475

図図図 11

1. リテーナ 5. 散布給液ホース

2. バーブ付き90°フィッティン
グ 散布用給液ホース

6. 圧力解放バルブ

3. 機体前方 7. 3叉バルブ

4. T 字フィッティング

4. T字フィッティングから、バーブ付き90°フィッ
ティングを外す図 11。

電電電動動動ホホホーーースススリリリーーールルルキキキッッットトトオオオプププシシショョョンンンををを外外外すすす

1. ホースリールの入口スイベルのバーブ付き
フィッティングに、給液ホースを固定してい
るホースクランプを外す図 12。

g038150

図図図 12

1. バーブ付きフィッティング入
口スイベル

3. 給液ホースホースリール

2. ホースクランプ

2. バーブ付きフィッティングから給液ホースを
取り外す図 12。

3. タンク前部固定ベルトにある支持クランプか
ら、入口ホースを外す。

注注注 給液ホースは不要になり、5ブームバルブ
を取り外す (ページ 11)で、個別ブームバルブ
と共に外すことになります。

ハハハンンンドドドスススプププレレレーーーキキキッッットトトオオオプププシシショョョンンンををを外外外すすす

1. 給液ホースをスプレーガンのバーブフィッ
ティングに固定しているホースクランプを外
す図 13。

g038151

図図図 13

1. 給液ホースハンドスプレ 3. バーブ付きフィッティングス
プレーガン

2. ホースクランプ

2. バーブ付きフィッティングから給液ホースを
取り外す図 13。
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注注注 給液ホースは不要になり、5ブームバルブ
を取り外す (ページ 11)で、個別ブームバルブ
と共に外すことになります。

5
ブブブーーームムムバババルルルブブブををを取取取りりり外外外すすす

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

ブブブーーームムムホホホーーースススををを取取取りりり外外外すすす
1. ブームの外端部で、給液ホースをバーブ付き

T字フィッティングに固定しているホースク
ランプを外す図 14。

注注注 ホースクランプは 給液ホースをブームに取
り付ける (ページ 38)で使用します。

g038368

g038128

図図図 14

1. 外側左右ブーム 4. ホースクランプ

2. 給液ホースブーム端部 5. R クランプ

3. バーブ付き字フィッティング

2. 字フィッティングからホースを取り外す図 14。

3. ホース端部をRクランプから外す 図 14。

4. 機体の反対側のブームでも、ステップ 13の
作業を行う。

5. センターブームの下で、センターブームに給液
しているホースをバーブ付き T字フィッティ
ングに固定しているクランプを外す図 15。

注注注 ホースクランプは 給液ホースをブームに取
り付ける (ページ 38)で使用します。

g038367

g032360

図図図 15

1. センターブームのバルブ 4. 給液ホース中央ブーム

2. センターブーム 5. ホースクランプ

3. 機体の左側 6. バーブ付き字フィッティング

ブブブーーームムムバババルルルブブブかかかららら水水水圧圧圧トトトララランンンスススデデデュュューーーサササををを
外外外すすす

1. フローメータのホースのバーブ付きフランジ
フィッティングをフローメータに固定してい
るフランジクランプを取り外す図 16。
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g038126

図図図 16

1. フランジクランプ 4. バーブ付きフランジフィッ
ティング (フローメータの
ホース)

2. ガスケット 5. アダプタのフィッティング左
ブームバルブ

3. フローメータ

2. 左ブームバルブのところでフローメータをア
ダプタフィッティングに固定しているフラン
ジクランプを外す図 16。

3. バルブマニホルドから、フローメータとガス
ケット2枚を外す図 16。

注注注 フローメータは、電気コネクタを外さずに
脇に置いてください。フランジ付きクランプ
とガスケットは フローメータを組み付ける
(ページ 25)で使用します。

ブブブーーームムムバババルルルブブブかかからららバババイイイパパパスススホホホーーースススををを取取取りりり
外外外すすす。。。

1. バイパスホースのバーブ付き90°フィッティ
ングを右ブームバルブのバイパスバルブのソ
ケットに固定しているリテーナを外す図 17。

g038130

図図図 17

1. バイパスマニホルドブーム
バルブ

3. バイパスホース

2. リテーナ

2. バイパスバルブからバイパスホースを外す図
17。

ブブブーーームムムバババルルルブブブ、、、給給給液液液ホホホーーーススス、、、ブブブーーームムムバババルルルブブブ
マママウウウンンントトトををを外外外すすす

1. ブームバルブブラケットをブームバルブマウ
ントに固定しているフランジヘッドボルト5/16
x ¾インチ4本を外す 図 18。

注注注 フランジヘッドボルトは ブームバルブマニ
ホルドを取り付ける (ページ 24)で使用します。

g038129

図図図 18

1. ブラケットブームバルブ) 2. フランジヘッドボルト5/16 x
¾ インチ

2. 機体から、ブームバルブ、給液ホース、ブー
ムバルブブラケットを外す図 19。
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注注注 バルブ、ホース、ブラケットは廃棄して
構いません。

g038131

図図図 19

6
攪攪攪拌拌拌ノノノズズズルルルををを取取取りりり外外外すすす

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

タタタンンンクククかかかららら攪攪攪拌拌拌ノノノズズズルルルををを外外外すすす

1. 液剤タンク左側で、攪拌ノズルをバルクヘッ
ドフィッティングに固定しているリテーナ3
個を外す図 20。

注注注 リテーナは 13攪拌ノズルアセンブリとホー
スを取り付ける (ページ 29)で使用します。

g038142

図図図 20

1. バルクヘッドフィッティング 3. リテーナ

2. 攪拌ノズル

2. バルクヘッドフィッティングから、攪拌ノズ
ルを外す図 20。

攪攪攪拌拌拌スススロロロッッットトトルルルマママウウウンンントトト用用用のののブブブラララケケケッッットトトををを取取取
りりり外外外すすす

1. 攪拌スロットルバルブをスロットルバルブブ
ラケットに固定しているフランジヘッドボル
ト5/16 x ⅝インチ 本を外す 図 21。

g038147

図図図 21

1. 攪拌給液ホース 3. ブラケットスロットルバルブ)
2. フランジヘッドボルト5/16 x

⅝ インチ
4. 攪拌スロットルバルブ

2. スロットルバルブブラケットをスロットルバ
ルブマウントに固定しているフランジヘッド

13
 



ボルト5/16 x ¾インチ2本を取り外して、ブラ
ケットを外す図 22。

注注注 フランジヘッドボルト4本とスロットルバ
ルブブラケットは不要です。

g038148

図図図 22

1. マウントスロットルバルブ
ブラケット

3. フランジヘッドボルト5/16 x
¾ インチ

2. ブラケットスロットルバルブ)

7
攪攪攪拌拌拌・・・レレレーーートトト・・・マママスススタタターーー散散散布布布ののの各各各
バババルルルブブブををを外外外すすす

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

戻戻戻りりり、、、給給給液液液、、、バババイイイパパパスススののの各各各ホホホーーースススををを取取取りりり
外外外すすす

1. 機体後部で、散布用給液ホースの、戻りホース
のバーブ付き90°フィッティングを水圧リリー
フバルブの車両中心側にあるT字フィッティン
グに固定しているリテーナを取り外す図 23。

注注注 リテーナは 戻りホースを取り付ける (ペー
ジ 30)で使用します。

g038146

図図図 23

1. 圧力解放バルブ 4. T 字フィッティング

2. バーブ付き90°フィッティン
グ 戻りホース

5. リテーナ

3. 機体前方

2. T字フィッティングから、バーブ付き90°フィッ
ティングを外す図 23。

3. 散布用給液ホースの、バーブ付き90°フィッ
ティングを水圧リリーフバルブ前部のT字
フィッティングに固定しているリテーナを取
り外す図 24。

注注注 リテーナは 散布用給液ホースを取り付ける
オプションのエダクタキットを搭載していな
い車両 (ページ 33)で使用します。
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g038145

図図図 24

1. リテーナ 4. T 字フィッティング

2. バーブ付き90°フィッティン
グ 散布用給液ホース

5. 圧力解放バルブ

3. 機体前方

4. T字フィッティングから、バーブ付き90°フィッ
ティングを外す図 24。

5. タンク上部で、バイパスホースをT字フィッ
ティングに固定しているリテーナを外す図 25。

注注注 リテーナは バイパスホースを取り付ける
オプションのスプレースティックキットや電
動ホースリールキットを搭載していない車
両 (ページ 32)で使用します。

g038141

図図図 25

1. リテーナ 3. バーブ付きストレートフィッ
ティング バイパスホース

2. T 字フィッティング

6. T字フィッティングから、バーブ付きフィッ
ティングを外す図 25。

機機機体体体かかかららら、、、攪攪攪拌拌拌・・・レレレーーートトト・・・マママスススタタターーー散散散布布布ののの
各各各バババルルルブブブををを外外外すすす

1. 攪拌・レート・マスター散布の各バルブ用の
ブラケットを支えておいて、バルブブラケッ
トをマウントに固定しているフランジヘッド
ボルト5/16 x ¾インチ3本を取り外す図 26。

g038143

図図図 26

1. マウント 3. フランジヘッドボルト5/16 x
¾ インチ

2. ブラケット

2. 機体から、ブラケット、バルブ、ホース、攪
拌ノズルを外す図 27。

注注注 フランジヘッドボルト5/16 x ¾インチ3本
は 攪拌・レート・マスター散布マニホルド
を取り付ける (ページ 23)で使用しますが、ブ
ラケット、バルブ、ホース、攪拌ノズルは廃
棄して構いません。
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g038144

図図図 27

ブブブーーームムムバババイイイパパパスススホホホーーースススををを取取取りりり外外外すすす

1. タンク後部にあるバルクヘッドフィッティン
グから、ブームバルブ用のバイパスホースの
バーブ付き90°フィッティングを固定している
リテーナを外す図 28。

g038149

図図図 28

1. リテーナ 3. バルクヘッドフィッティング
タンク

2. バーブ付き90°フィッティン
グブームバイパスホース
ブームバルブ

2. バルクヘッドフィッティングから、バーブ付
き90°フィッティングを外す図 28。

注注注 外したリテーナは、ステップ ブームバイ
パスホースを取り付ける (ページ 36)で使用し
ます。ブームバルブ用のバイパスホースは廃
棄して構いません。

8
バババルルルブブブ電電電装装装用用用コココネネネクククタタタををを交交交換換換すすするるる

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

6 ケーブルタイ

5 3 ピンアダプタ

1 4 ピンアダプタ

ワワワイイイヤヤヤハハハーーーネネネスススををを準準準備備備すすするるる

1. 車両後部で、スリーブに巻かれたチューブと
インラインヒューズブロックを、ワイヤハー
ネスのRIGHT SPRAY VALVEというラベルのつい
た枝線に固定しているケーブルタイを外す図
29を参照。

g038318

g038307

図図図 29

1. DIN コネクタ 4. インラインヒューズブロック

2. ラベル 5. ケーブルタイ

3. 渦巻きチューブ

2. 図 30に示すように、スリーブチューブを長さ
76mmほど切り取る。
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g038308

図図図 30

1. 切り取られたスリーブチューブ76mm

3. スリーブチューブを図 31のようにメインブ
ランチ側に寄せる。

g038309

図図図 31

1. インラインヒューズブロック 3. ケーブルタイ

2. スリーブチューブを寄せた
状態

4. インラインヒューズブロックを 図 31に示すよ
うにスリーブチューブに合わせて、共にケー
ブルタイで固定する。

5. DINコネクタの下のところで DINコネクタ
ハーネスを切断する図 32。

注注注 コネクタにできるだけ近いところで切断
すること。

g038310

図図図 32

1. DIN コネクタ

6. DINコネクタハーネスのサヤの部分を 70mm
剥ぎ取る図 33。

g038311

図図図 33

1. ケーブルの外被 70mm 3. 剥ぎ取られた絶縁体8mm
2. 結線工場結線

7. DINコネクタハーネスの3本のコードからそれ
ぞれ絶縁体の部分を 8mm剥ぎ取る図 33。

8. 以上のステップ 1 ~ 7を、以下のラベルのつい
て枝線に対しても行うCENTER SPRAY VALVE、
LEFT SPRAY VALVE、RATE VALVE、AGITATION
VALVE、MASTER SPRAY VALVE。
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右右右散散散布布布バババルルルブブブのののコココネネネクククタタタををを取取取りりり付付付けけけるるる

1. DINハーネスのコードの色と、右側散布バル
ブ用の3ピンアダプタのコードの色を、表に
従って組み合わせる。

配配配線線線表表表 ― 右右右側側側散散散布布布バババルルルブブブ

電電電線線線ののの色色色 — DIN ワワワイイイヤヤヤハハハーーー
ネネネススス

電電電線線線ののの色色色— 3 ピピピンンンアアアダダダプププタタタ

茶 桃

青 黒

黄/緑 白

2. DINワイヤハーネスの電線を、3ピンアダプタ
のスプライスコネクタに挿入する図 34。

g038167

図図図 34

1. 3 ピンアダプタ 3. スプライスコネクタ

2. DIN ワイヤハーネス 4. コードの露出 9.5mm

3. スプライスコネクタと電線のところにカシメ
工具をセットし、コネクタを十分にカシメる
図 35。

g038168

図図図 35

1. 3 ピンアダプタ 3. コネクタ中央散布

2. ワイヤハーネスの枝線左
側散布

4. コネクタ右側散布

4. 残りの2つの電線についても上記のステップ
23を行う。

5. スプライスコネクタ3個の絶縁スリーブを、
ヒートガンで収縮させる図 36。

g038166

図図図 36

中中中央央央散散散布布布バババルルルブブブのののコココネネネクククタタタををを取取取りりり付付付けけけるるる
1. DINハーネスのコードの色と、中央散布バル

ブ用の3ピンアダプタのコードの色を、中央散
布バルブ用の表に従って組み合わせる。

配配配線線線表表表 ― 中中中央央央散散散布布布バババルルルブブブ

電電電線線線ののの色色色 — DIN ワワワイイイヤヤヤハハハーーー
ネネネススス

電電電線線線ののの色色色— 3 ピピピンンンアアアダダダプププタタタ

茶 桃
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配配配線線線表表表― 中中中央央央散散散布布布バババルルルブブブ (cont'd.)

青 黒

黄/緑 白

2. DINワイヤハーネスの電線を、3ピンアダプタ
のスプライスコネクタに挿入する。

3. スプライスコネクタと電線のところにカシメ工
具をセットし、コネクタを十分にカシメる。

4. 残りの2つの電線についても上記のステップ
23を行う。

5. スプライスコネクタ3個の絶縁スリーブを、
ヒートガンで収縮させる。

左左左散散散布布布バババルルルブブブのののコココネネネクククタタタををを取取取りりり付付付けけけるるる

1. DINハーネスのコードの色と、左側散布バル
ブ用の3ピンアダプタのコードの色を、左側散
布バルブ用の表に従って組み合わせる。

配配配線線線表表表 ― 左左左側側側散散散布布布バババルルルブブブ

電電電線線線ののの色色色 — DIN ワワワイイイヤヤヤハハハーーー
ネネネススス

電電電線線線ののの色色色— 3 ピピピンンンアアアダダダプププタタタ

茶 桃

青 黒

黄/緑 白

2. DINワイヤハーネスの電線を、3ピンアダプタ
のスプライスコネクタに挿入する。

3. スプライスコネクタと電線のところにカシメ工
具をセットし、コネクタを十分にカシメる。

4. 残りの2つの電線についても上記のステップ
23を行う。

5. スプライスコネクタ3個の絶縁スリーブを、
ヒートガンで収縮させる。

レレレーーートトトバババルルルブブブのののコココネネネクククタタタををを取取取りりり付付付けけけるるる

1. 4ピンアダプタのピンク線と黒線用のスプライ
スコネクタを切断する図 37。

g038320

図図図 37

1. 4 ピンアダプタ 3. 桃線

2. 黒線 4. スプライスコネクタ

2. 4ピンアダプタのピンクと黒のコードからそれ
ぞれ絶縁体の部分を 8mm剥ぎ取る図 38。

注注注 このピンクと黒のコードは、 マスター散布
バルブのコネクタを取り付ける (ページ 22)で
相互接続を行います。

g038321

図図図 38

1. 黒線4 ピンアダプタ 3. 剥ぎ取られた絶縁体8mm
2. 桃線4 ピンアダプタ

3. DINハーネスの茶色線と、レートバルブ用
の4ピンアダプタの灰色線を組み合わせる図
39レートバルブ用電線の表を参照。
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g038327

図図図 39

1. 4ピンアダプタレートバルブ 4. 青線DIN ワイヤハーネス

2. 灰色線4 ピンアダプタ 5. 茶色線DINワイヤハーネス

3. 緑線4 ピンアダプタ 6. DIN ハーネスレートバルブ

配配配線線線表表表 ― レレレーーートトトバババルルルブブブ

電電電線線線ののの色色色 — DIN ワワワイイイヤヤヤハハハーーー
ネネネススス

電電電線線線ののの色色色 — 4 ピピピンンンアアアダダダプププタタタ
レレレーーートトトバババルルルブブブ位位位置置置

桃

黒

茶 灰

青 緑

4. DINワイヤハーネスの茶色線を、レートバル
ブ用4ピンアダプタの灰色線のスプライスコ
ネクタに挿入する。

5. スプライスコネクタと電線のところにカシメ工
具をセットし、コネクタを十分にカシメる。

6. DINワイヤハーネスの青色線のついたスプラ
イスコネクタを、レートバルブ用4ピンアダプ
タの緑線に接続する図 39。

7. スプライスコネクタと電線のところにカシメ工
具をセットし、コネクタを十分にカシメる。

8. ステップ 3 6で接続したスプライスコネクタの
絶縁スリーブを、ヒートガンで収縮させる。

9. 以下の手順で、DINコネクタの緑/黄色線の
端末処理を行う

A. 緑/黄色線を絶縁被覆と面一に切断する
図 40。

g038328

図図図 40

1. 緑/黄色線導線を切断 3. 電線をテープでまとめる

2. 緑/黄色線の端部にテープ
を巻く

B. 緑/黄色線の端部をテープで巻いて絶縁
する図 40。

C. 緑/黄色線を曲げて茶色線と青線と一緒
にまとめ、これら3本をテープで束ねる
図 40。

攪攪攪拌拌拌バババルルルブブブのののコココネネネクククタタタををを取取取りりり付付付けけけるるる

1. 3ピンアダプタのピンク線と黒線用のスプライ
スコネクタを切断する図 41。
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g038319

図図図 41

1. 3 ピンアダプタ 3. 桃線

2. 黒線 4. スプライスコネクタ

2. 3ピンアダプタのピンクと黒のコードからそれ
ぞれ絶縁体の部分を 8mm剥ぎ取る図 42。

注注注 この3ピンンコネクタのピンクと黒のコード
は、 マスター散布バルブのコネクタを取り付
ける (ページ 22)で接続します。

g038321

図図図 42

1. 黒線3 ピンアダプタ 3. 剥ぎ取られた絶縁体8mm
2. 桃線3 ピンアダプタ

3. DINハーネスの黄/緑線と、攪拌バルブ用の3
ピンアダプタの白色線を組み合わせる図 43攪
拌バルブ用電線の表を参照。

g038330

図図図 43

1. 3 ピンアダプタ 3. 黄/緑線DINハーネス—攪
拌バルブ

2. スプライスコネクタ (白線—
攪拌バルブ)

配配配線線線表表表 ― 攪攪攪拌拌拌バババルルルブブブ

電電電線線線ののの色色色 — DIN ワワワイイイヤヤヤハハハーーー
ネネネススス

電電電線線線ののの色色色 — 3 ピピピンンンアアアダダダプププタタタ攪攪攪
拌拌拌バババルルルブブブ位位位置置置

桃

黒

黄/緑 白

4. DINワイヤハーネスの電線を、3ピンアダプタ
のスプライスコネクタに挿入する。

5. スプライスコネクタと電線のところにカシメ工
具をセットし、コネクタを十分にカシメる。

6. ステップ 3 5で接続したスプライスコネクタの
絶縁スリーブを、ヒートガンで収縮させる。

7. 以下の手順で、DINコネクタの茶色線と青色
線の端末処理を行う

A. 茶色線と青色線を絶縁被覆と面一に切断
する図 44。
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g038331

図図図 44

1. 茶色線導線を切断 3. 茶色線と青色線の端部に
テープを巻く

2. 青色線導線を切断 4. 電線をテープでまとめる

B. 茶色線の端部をテープで巻いて絶縁する
図 44。

C. 青色線の端部をテープで巻いて絶縁する
図 44。

D. 茶色線と青色線を曲げて黄/緑線と一緒
にまとめ、これら3本をテープで束ねる
図 44。

マママスススタタターーー散散散布布布バババルルルブブブのののコココネネネクククタタタををを取取取りりり付付付けけけるるる

1. DINワイヤハーネスの黄/緑線を、マスター散
布バルブ用3ピンアダプタの白色線のスプライ
スコネクタに挿入する図 45。

g038349

図図図 45

1. 4ピンアダプタレートバルブ 4. 白線3 ピンアダプタ ― マス
ター散布バルブ

2. 3ピンアダプタ攪拌バルブ 5. 黄/緑線DIN ワイヤハーネ
ス — マスター散布バルブ

3. 3ピンアダプタマスター散
布バルブ

2. スプライスコネクタと電線のところにカシメ工
具をセットし、コネクタを十分にカシメる。

3. レートバルブ用の4ピンアダプタの黒線と、攪
拌バルブ用の3ピンアダプタの黒線と、DINワ
イヤハーネスの青線を、マスター散布バルブ用
の3ピンアダプタの黒線に組み合わせる図 46。
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g038350

図図図 46

1. 黒線4 ピンアダプタ ― レー
トバルブ

3. 青線DIN ワイヤハーネス
— マスター散布バルブ

2. 黒線3 ピンアダプタ ― 攪
拌バルブ

4. 黒線3 ピンアダプタ ― マス
ター散布バルブ

配配配線線線表表表 ― マママスススタタターーー散散散布布布バババルルルブブブ

電電電線線線ののの色色色—DINワワワ
イイイヤヤヤハハハーーーネネネススス

電電電線線線ののの色色色 — レレレ―トトト
バババルルルブブブ用用用 4 ピピピンンンアアア
ダダダプププタタタととと攪攪攪拌拌拌バババルルルブブブ
用用用 3 ピピピンンンアアアダダダプププタタタ

電電電線線線ののの色色色 — 3 ピピピンンン
アアアダダダプププタタタマママスススタタターーー散散散
布布布バババルルルブブブ

茶マスター散布バ
ルブ

桃 桃

青マスター散布バ
ルブ

黒 黒

黄/緑マスター散布
バルブ

白

4. レートバルブ用の4ピンアダプタの黒線と、攪
拌バルブ用の3ピンアダプタの黒線と、DINワ
イヤハーネス用の青線を、マスター散布バル
ブ用の3ピンアダプタの黒線のスプライスコネ
クタに入れる。

5. スプライスコネクタと電線のところにカシメ工
具をセットし、コネクタを十分にカシメる。

6. レートバルブ用の4ピンアダプタのピンク線
と、攪拌バルブ用の3ピンアダプタのピンク
線と、DINワイヤハーネスの茶色線を、マス
ター散布バルブ用の3ピンアダプタのピンク
線に組み合わせる。

7. レートバルブ用の4ピンアダプタのピンク線
と、攪拌バルブ用の3ピンアダプタのピンク線
と、DINワイヤハーネス用の茶色線を、マス
ター散布バルブ用の3ピンアダプタのピンク線
のスプライスコネクタに入れる。

g038351

図図図 47

1. 桃線4 ピンアダプタ ― レー
トバルブ

3. 茶線DIN ワイヤハーネス
— マスター散布バルブ

2. 桃線3 ピンアダプタ ― 攪
拌バルブ

4. 桃線3 ピンアダプタ ― マス
ター散布バルブ

8. スプライスコネクタと電線のところにカシメ工
具をセットし、コネクタを十分にカシメる。

9. スプライスコネクタ3個の絶縁スリーブを、
ヒートガンで収縮させる。

9
バババルルルブブブマママニニニホホホルルルドドドををを取取取りりり付付付けけけるるる

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

1 攪拌・レート・マスター散布マニホルド

1 個別ブームバルブマニホルド

攪攪攪拌拌拌・・・レレレーーートトト・・・マママスススタタターーー散散散布布布マママニニニホホホルルルドドドををを取取取
りりり付付付けけけるるる

1. 攪拌・レート・マスター散布マニホルドのブ
ラケットについている3つの穴を、マウントに
合わせる図 48。
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g038205

図図図 48

1. ブラケット 3. フランジヘッドボルト5/16 x
¾ インチ

2. マウント

2. 攪拌・レート・マスター散布バルブ用ブラケッ
トを、マウントに取り付ける図 48ステップ1機
体から、攪拌・レート・マスター散布の各バル
ブを外す (ページ 15)で取り外したフランジヘッ
ドボルト (5/16 x ¾インチ) 3本を使用する。

3. フランジヘッドボルトを 19.825.4N·m2.02.6kg.m
= 175225in-lbにトルク締めする。

ブブブーーームムムバババルルルブブブマママニニニホホホルルルドドドををを取取取りりり付付付けけけるるる

1. ブームバルブ用ブラケットにある4つの穴を、
マウントの4つの穴に合わせる図 49。

g038206

図図図 49

1. マウント 3. フランジヘッドボルト5/16 x
¾ インチ

2. ブラケット

2. ブームバルブ用ブラケットを、ブラケットマ
ウントに取り付ける図 49ステップ1 ブームバ
ルブ、給液ホース、ブームバルブマウントを
外す (ページ 12)で取り外したフランジヘッド
ボルト (5/16 x ¾ インチ) 4本を使用する。

3. フランジヘッドボルトを 19.825.4N·m2.02.6kg.m
= 175225in-lbにトルク締めする。

4. マシンのワイヤハーネスを、攪拌・レート・
マスター散布バルブ用ブラケットとブームバ
ルブ用ブラケットに固定する押し込みファス
ナー5本を使用する図 50。
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g038220

図図図 50

1. ブラケット攪拌・散布率・マ
スター散布バルブ

3. 押し込みファスナー

2. ブラケットブームバルブ)

10
フフフロロローーーメメメーーータタタとととホホホーーースススををを取取取りりり付付付けけけるるる

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

1 フローメータのホース25 x 289mm

バババルルルブブブアアアクククチチチュュュエエエーーータタタををを取取取りりり外外外すすす

注注注以下の作業は、ホースアセンブリをマニホルドバ
ルブの下側クイックコネクトポートに取り付ける時
にすきまが不足している場合に行ってください。

1. マスキングテープなどで、図 51のようにバル
ブアクチュエータの位置をマーキングする。

g038231

図図図 51

1. レートバルブのアクチュ
エータ

4. 左散布バルブのアクチュ
エータ

2. 攪拌バルブのアクチュエー
タ

5. 中央散布バルブのアクチュ
エータ

3. マスター散布バルブのアク
チュエータ

6. 左散布バルブのアクチュ
エータ

2. アクチュエータをマニホルドバルブに固定し
ているリテーナを外してアクチュエータをバ
ルブから分離する 図 52。

注注注 アクチュエータとリテーナは バルブアク
チュエータをマニホルドバルブに取り付ける
(ページ 26)で使用します。

g038234

図図図 52

1. リテーナ 3. バルブアクチュエータ

2. マニホルドバルブ

フフフロロローーーメメメーーータタタををを組組組みみみ付付付けけけるるる

1. フローメーを、左散布バルブにある縮径アダ
プタに合わせる。フローメータの矢印が右を
向くようにすること図 53。
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g038241

図図図 53

1. 矢印 4. ガスケット

2. フローメータ 5. 縮径アダプタ左散布バルブ

3. フランジクランプ

2. フローメータを縮径アダプタに取り付ける図
53ステップ 2と3ブームバルブから水圧トラン
スデューサを外す (ページ 11)で外したガスケッ
トとフランジクランプを使う。

3. フローメータのホースのクイックコネクト
フィッティングを、マスター散布バルブのク
イックコネクトフィッティングに取り付ける
図 54。

g038236

図図図 54

1. クイックコネクトフィッティン
グマスター散布バルブ

3. リテーナ

2. クイックコネクトフィッティン
グフローメータのホース

4. フローメータのホース

4. ホースフィッティングを、バルブのフィッティ
ングに取り付ける図 54フローメータのホース
についているリテーナを使用する。

5. ステップ3 ブームバルブから水圧トランス
デューサを外す (ページ 11)で外したフローメー
タのホースのバーブ付きフランジフィッティ
ングとガスケットを、フローメータの入り口
フランジに合わせる図 55。

g038237

図図図 55

1. フランジフローメータ 3. ガスケット

2. バーブ付きフランジフィッ
ティング

4. フランジクランプ

6. フローメータのホースをフローメータに固定
する図 55ステップ 1 ブームバルブから水圧ト
ランスデューサを外す (ページ 11) で外したク
ランプを使用する。

バババルルルブブブアアアクククチチチュュュエエエーーータタタをををマママニニニホホホルルルドドドバババルルルブブブ
ににに取取取りりり付付付けけけるるる

以下の作業は、ホースアセンブリをマニホルドバル
ブに取り付けるためにバルブアクチュエータを取
り外した場合に行ってください。

1. ステップ 1 (バルブアクチュエータを取り外す
(ページ 25))で識別したバルブアクチュエータ
を、図 51のようにマニホルドのバルブ位置に
合わせて取り付ける。

2. ステップ 2 バルブアクチュエータを取り外す
(ページ 25) で外しリテーナを使用して、バル
ブアクチュエータをマニホルドバルブに固定
する。
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11
ワワワイイイヤヤヤハハハーーーネネネスススをををバババルルルブブブににに接接接続続続
すすするるる

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

ブブブーーームムムバババルルルブブブののの電電電気気気コココネネネクククタタタををを接接接続続続すすするるる

1. LEFT SPRAY VALVE というラベルの付いたピンの
バルブハーネスを、左散布バルブ用の 3ソケッ
トコネクタに接続する図 56。

g038353

図図図 56

1. 3 ソケットのバルブハーネ
ス 右側散布バルブ

4. 3 ピンのバルブハーネス 右
側散布バルブ

2. 3 ソケットのバルブハーネ
ス 中央散布バルブ

5. 3 ピンのバルブハーネス 中
央散布バルブ

3. 3 ソケットのバルブハーネ
ス 左側散布バルブ

6. 3 ピンのバルブハーネス 左
側散布バルブ

2. CENTER SPRAY VALVE というラベルの付いたピン
のバルブハーネスを、中央散布バルブ用の 3
ソケットコネクタに接続する図 56。

3. RIGHT SPRAY VALVE というラベルの付いたピン
のバルブハーネスを、右側散布バルブ用の 3
ソケットコネクタに接続する図 56。

ブブブーーームムムバババルルルブブブののの電電電気気気コココネネネクククタタタををを、、、レレレーーートトトバババ
ルルルブブブ、、、攪攪攪拌拌拌バババルルルブブブ、、、マママスススタタターーー散散散布布布バババルルルブブブ
ににに接接接続続続すすするるる

1. MASTER-SPRAY VALVE というラベルの付いたピン
のバルブハーネスを、マスター散布バルブ用
の 3ソケットコネクタに接続する図 57。

g038354

図図図 57

1. 3 ソケットのバルブハーネ
ス マスター散布バルブ

4. 3ピンアダプタハーネスマス
ター散布バルブ

2. 3 ソケットのバルブハーネ
ス 攪拌バルブ

5. 3ピンアダプタハーネス攪
拌バルブ

3. 4 ソケットのバルブハーネ
ス レートスイッチ

6. 4ピンアダプタハーネスレー
トスイッチ

2. AGITATION VALVE というラベルの付いたピンの
バルブハーネスを、攪拌バルブ用の 3ソケッ
トコネクタに接続する図 57。

3. RATE VALVE というラベルの付いた4ピンのバル
ブハーネスを、レートバルブ用の 4ソケット
コネクタに接続する図 57。

27
 



12
オオオプププシシショョョンンンのののエエエダダダクククタタタキキキッッットトトををを搭搭搭
載載載しししたたた車車車両両両ででで、、、攪攪攪拌拌拌スススロロロッッットトトルルルバババ
ルルルブブブとととエエエダダダクククタタタ停停停止止止バババルルルブブブををを取取取りりり
付付付けけけるるる

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

1 ハンドル

1 ねじ6–32 x ⅝ インチ

1 攪拌スロットルバルブ

1 ブラケットナイロン製

1 攪拌バルブブラケット

4 ボルト6 x 12mm

1 エダクタ停止バルブ

1 エダクタ停止ブラケット

4 フランジロックナット¼ インチ

2 フランジヘッドボルト5/16 x ¾ インチ

攪攪攪拌拌拌スススロロロッッットトトルルルバババルルルブブブををを取取取りりり付付付けけけるるる

1. 攪拌スロットルバルブにハンドルを取り付け
る図 58ねじ6–32 x ⅝インチを使用する。

g038244

図図図 58

1. ねじ6–32 x ⅝ インチ 5. ナットステンレス6mm—ス
ロットルバルブマウント

2. ハンドル 6. ウオッシャヘッドねじ#6 —
スロットルバルブマウント

3. 攪拌スロットルバルブ 7. 攪拌バルブブラケット

4. スロットルバルブマウントナ
イロン

8. ボルト6 x 12mm

2. ステンレス製ナット4個をまだ組み付けていな
い場合は、ナイロン製スロットルバルブマウン
ト攪拌スロットルバルブに取り付ける図 58。

3. 攪拌スロットルバルブをスロットルバルブマ
ウントに組み付ける図 58。

4. スロットルバルブマウントを攪拌スロットル
バルブに固定するねじ6–32 x ⅝インチを使用
する図 58。

5. スロットルバルブとマウントを攪拌バルブブ
ラケットに固定するボルト6 x 12mm4本を使用
する図 58。

オオオプププシシショョョンンンのののエエエダダダクククタタタキキキッッットトトををを搭搭搭載載載しししたたた車車車両両両
ででで、、、エエエダダダクククタタタ停停停止止止バババルルルブブブののの組組組みみみ付付付けけけををを行行行ううう

1. 図 59のように、エダクタ停止ブラケットの
ホースを、エダクタ停止バルブのスタッドに
合わせる。
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g038251

図図図 59

1. フランジロックナット¼ イン
チ

3. スタッドエダクタ停止バルブ

2. エダクタ停止ブラケット

2. ブラケットをバルブに組み付ける 図 59フラン
ジロックナット¼インチ4個を使用する。

3. フランジロックナットを、10.2 12.4N·m
1.01.27kg.m = 90110in-lbにトルク締めする。

エエエダダダクククタタタキキキッッットトトををを搭搭搭載載載しししててていいいななないいい車車車両両両ででで、、、ススス
ロロロッッットトトルルルバババルルルブブブののの組組組みみみ付付付けけけををを行行行ううう

注注注エダクタキットオプションを搭載している車両で
は、 オプションのエダクタキットを搭載した車両
で、スロットルバルブとエダクタ停止バルブの組み
付けを行う (ページ 29)へ進んでください。

1. 攪拌バルブブラケットについているスロット
を、スロットルバルブブラケットの穴にあわ
せる 図 60。

g038246

図図図 60

1. マウントスロットルバルブ
ブラケット

3. フランジヘッドボルト5/16 x
¾ インチ

2. 攪拌バルブブラケット 4. 機体前方

2. 攪拌バルブブラケットをスロットルバルブブ
ラケットのマウントに固定する図 60フランジ
ヘッドボルト5/16 x ¾インチ2本を使用する。

3. フランジヘッドボルトを 19.825.4N·m2.02.6kg.m
= 175225in-lbにトルク締めする。

オオオプププシシショョョンンンのののエエエダダダクククタタタキキキッッットトトををを搭搭搭載載載しししたたた車車車両両両
ででで、、、スススロロロッッットトトルルルバババルルルブブブとととエエエダダダクククタタタ停停停止止止バババルルル
ブブブののの組組組みみみ付付付けけけををを行行行ううう

1. 攪拌スロットルブラケットのスロットとエダク
タ停止バルブブラケットのスロットを、スロッ
トルバルブブラケットの穴にあわせる 図 61。

g038252

図図図 61

1. 攪拌スロットルブラケット 4. フランジヘッドボルト5/16 x
¾ インチ

2. ブラケットスロットルバルブ) 5. 機体前方

3. エダクタ停止ブラケット

2. 攪拌バルブブラケットとエダクタ停止ブラ
ケットを、スロットルバルブブラケットのマ
ウントに組み付ける図 61フランジヘッドボル
ト5/16 x ¾インチ2本を使用する。

3. フランジヘッドボルトを 19.825.4N·m2.02.6kg.m
= 175225in-lbにトルク締めする。

13
攪攪攪拌拌拌ノノノズズズルルルアアアセセセンンンブブブリリリとととホホホーーースススををを
取取取りりり付付付けけけるるる

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

1 攪拌ノズルアセンブリ

手手手順順順

1. 攪拌ノズルアセンブリの3つのノズルを、液
剤タンクのバルクヘッドフィッティングに入
れる図 62。
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g038264

図図図 62

1. 攪拌ノズル攪拌ノズルアセ
ンブリ

3. 攪拌ノズルアセンブリ

2. リテーナ 4. バルクヘッドフィッティング

2. 攪拌ノズルを固定するリテーナ図 62ステップ
1 タンクから攪拌ノズルを外す (ページ 13) で
外したもの3個を使用する。

3. 攪拌ノズルアセンブリの90°クイックコネクト
フィッティングを、攪拌スロットルバルブの
クイックカップリングに組み付ける攪拌ホー
スアセンブリに付属しているリテーナを使用
する図 63。

g038265

図図図 63

1. 攪拌ノズルアセンブリ 3. 90°クイックコネクトフィッ
ティング

2. リテーナ 4. クイックコネクトフィッティン
グ攪拌スロットルバルブ

14
戻戻戻りりりホホホーーーススス、、、攪攪攪拌拌拌給給給液液液ホホホーーーススス、、、
バババイイイパパパスススホホホーーースススををを取取取りりり付付付けけけるるる

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

1 戻りホース2.5 x 71cm

1 攪拌給液ホース2.5 x 72cm

1 バイパスホース2.5 x 110cm — オプションのスプレース
ティックや電動リールキットを搭載していないマシン

戻戻戻りりりホホホーーースススををを取取取りりり付付付けけけるるる

1. 戻りホース2.5 x 71cmのクイックコネクト
フィッティングバーブ付きのストレートタイ
プを、レートバルブのクイックカップリング
に組み付けるホースに付属しているリテーナ
小を使用する図 64。
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g038282

図図図 64

1. クイックコネクトフィッティン
グレートコントロールバルブ

5. 戻りホース2.5 x 71cm

2. クイックコネクトフィッティン
グバーブ付きストレート戻
りホース

6. 90°鋸歯フィッティング

3. リテーナ小 7. リテーナ(大)
4. 機体前方 8. 字フィッティングインボード

2. 図 65のように、戻りホースを、水圧リリーフ
バルブのインボード側にあるT字フィッティ
ングに導く。

g038283

図図図 65

1. 戻りホース2.5 x 71cm

3. 戻りホースのバーブ付き 90°フィッティング
を、インボード側 T字フィッティングの後部
ポートに組み付ける図 64。

4. 90°フィッティングを、T字フィッティング
に固定するステップ1 戻り、給液、バイパス
の各ホースを取り外す (ページ 14)で外したリ
テーナ大を使用。

攪攪攪拌拌拌給給給液液液ホホホーーースススををを取取取りりり付付付けけけるるる

1. 攪拌給液ホース2.5 x 72cmのクイックコネクト
フィッティングバーブ付きのストレートタイ
プを、攪拌ンコントローラバルブのクイック
カップリングに組み付けるホースに付属して
いるリテーナを使用する図 66。
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g038266

図図図 66

1. リテーナ 4. クイックコネクトフィッティン
グ攪拌スロットルバルブ

2. クイックコネクトフィッティン
グ攪拌コントロールバルブ

5. 攪拌給液ホース2.5 x 72cm

3. クイックコネクトフィッティン
グバーブ付きストレート

2. ホースを攪拌スロットルバルブに配設する図
67。

g038267

図図図 67

1. 攪拌給液ホース2.5 x 72cm

3. 攪拌給液ホースのクイックコネクトフィッ
ティングバーブ付きストレートを、攪拌ス
ロットルバルブのクイックカップリングに組
み付けるホースに付属しているリテーナを使
用する図 67。

バババイイイパパパスススホホホーーースススををを取取取りりり付付付けけけるるるオオオプププシシショョョンンンのののススス
プププレレレーーーススステテティィィッッックククキキキッッットトトややや電電電動動動ホホホーーースススリリリーーールルル
キキキッッットトトををを搭搭搭載載載しししててていいいななないいい車車車両両両

オプションのスプレースティックキットや電動ホー
スリールキットを搭載している車両ではこの作業を
飛ばしてください。バイパスホースは17オプション
のスプレーガンキットや電動ホースリールキット
に停止バルブとホースを接続する (ページ 39)で取
り付けます。

1. バイパスホース2.5 x 110cmのバーブ付きスト
レートフィッティングを、タンク上部にある
T字フィッティングの後部ポートに取り付け
る図 68。

32
 



g038286

図図図 68

1. T 字フィッティング 5. フランジバイパスバルブマ
スター散布バルブ位置

2. リテーナ 6. バーブ付きストレートフィッ
ティング

3. バーブ付きストレートフィッ
ティング

7. ガスケット25 x 35mm

4. バイパスホース2.5 x 110cm 8. フランジクランプ4064mm

2. バーブ付きストレートフィッティングを、T字
フィッティングに取り付けるステップ5戻り、
給液、バイパスの各ホースを取り外す (ページ
14)で外したリテーナを使用する。

3. 図 69のように、バイパスホースを、マスター
散布バルブ上方にあるバイパスバルブに導く。

g038287

図図図 69

1. バイパスホース2.5 x 110cm

4. バーブ付きストレートフィッティングのフラ
ンジとガスケット25 x 35mmを、バイパスバル
ブのフランジ図 68に組み付ける。

5. バーブ付きストレートフィッティングをバイ
パスバルブに固定する図 69フランジクランプ
4064mmを使用する。

15
散散散布布布用用用給給給液液液ホホホーーースススををを取取取りりり付付付けけけるるる

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

1 散布用給液ホース2.5 x 73cm — オプションのエダクタ
キットを搭載していない車両

2 フランジクランプ4064mm

2 ガスケット25 x 35mm

1 サポートクランプオプションのエダクタキットを搭載して
いない車両

1 フランジヘッドボルト5/16 x ¾ インチオプションのエダク
タキットを搭載していない車両

1 フランジロックナット5/16インチオプションのエダクタ
キットを搭載していない車両

1 下側給液ホース2.5 x 66cm — オプションのエダクタ
キットを搭載している車両

1 リテーナ小オプションのエダクタキットを搭載している
車両

1 上側給液ホース2.5 x 22cm — オプションのエダクタ
キットを搭載している車両

散散散布布布用用用給給給液液液ホホホーーースススををを取取取りりり付付付けけけるるるオオオプププシシショョョンンン
のののエエエダダダクククタタタキキキッッットトトををを搭搭搭載載載しししててていいいななないいい車車車両両両

エダクタキットオプションを搭載している車両で
は、 下側散布用給液ホースを取り付けるオプショ
ンのエダクタキットを搭載している車両 (ページ
35)へ進んでください。
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1. 散布用給液ホースのフランジ付き 90°エルボ2.5
x 73cmを、ガスケット1 x 1⅜インチと共に、
フィルタヘッドのフランジに組み付ける図 70。

g038277

図図図 70

1. 散布用給液ホース2.5 x
73cm

5. フィルタのヘッド

2. フランジ付き 90° エルボ 6. バーブ付きストレートフィッ
ティング

3. フランジクランプ4064mm 7. リテーナ

4. ガスケット25 x 35mm 8. T字フィッティング前、左位
置

2. 散布用給液ホースとガスケットを、フィルタ
ヘッドに仮組みする図 70フランジクランプ
4064mmを使用する。

3. 図 71のように、散布用給液ホースを、水圧
リリーフバルブの前方にあるT字フィッティ
ングに導く。

g038278

図図図 71

1. 散布用給液ホース2.5 x 73cm

4. 散布用給液ホースのバーブ付きストレート
フィッティングを、左前の T字フィッティン
グに組み付ける図 70。

5. バーブ付きフィッティングを T字フィッティ
ングに取り付けるステップ3戻り、給液、バイ
パスの各ホースを取り外す (ページ 14)で外し
たリテーナを使用する。

6. 散布用給液ホースを、攪拌バルブブラケット
のタブに固定する図 72フランジヘッドボルト
5/16 x ¾インチとフランジロックナット5/16
インチを使用する。

g038279

図図図 72

1. フランジロックナット5/16 イ
ンチ

3. サポートクランプ

2. 攪拌バルブブラケット 4. フランジヘッドボルト5/16 x
¾ インチ

7. 散布用給液ホースのフランジ付き90°エルボを
フィルタヘッドに固定しているフランジクラ
ンプを締め付ける図 70。
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下下下側側側散散散布布布用用用給給給液液液ホホホーーースススををを取取取りりり付付付けけけるるるオオオプププ
シシショョョンンンのののエエエダダダクククタタタキキキッッットトトををを搭搭搭載載載しししててていいいるるる車車車両両両
1. 下側給液ホース2.5 x 66cmのバーブ付きスト

レートフィッティングを、エダクタ停止バル
ブの入り口ポートに組み付ける図 73。

g038476

図図図 73

1. リテーナ小 3. バーブ付きストレートフィッ
ティング

2. ポートエダクタ停止バルブ 4. 下側給液ホース2.5 x 66cm
—オプションのエダクタキッ
トを搭載している車両

2. リテーナを使って、バーブ付きフィッティン
グを固定する。

3. 図 74のように、散布用給液ホースを、水圧
リリーフバルブの前方にあるT字フィッティ
ングに導く。

g038477

図図図 74

1. 下側給液ホース25 x 66cm

4. 散布用給液ホースのバーブ付き90°フィッティ
ングを、左前の T字フィッティングに組み付
ける図 75。

g038478

図図図 75

1. リテーナ 4. 機体前方

2. バーブ付き90°フィッティン
グ 散布用給液ホース

5. T 字フィッティング

3. 下側給液ホース2.5 x 66cm 6. 圧力解放バルブ

5. バーブ付きフィッティングを T字フィッティ
ングに取り付けるステップ3戻り、給液、バイ
パスの各ホースを取り外す (ページ 14)で外し
たリテーナを使用する。

上上上側側側散散散布布布用用用給給給液液液ホホホーーースススををを取取取りりり付付付けけけるるるオオオプププ
シシショョョンンンのののエエエダダダクククタタタキキキッッットトトををを搭搭搭載載載しししててていいいるるる車車車両両両

1. 上側散布用給液ホース2.5 x 22cmのバーブ付き
ストレートフィッティングとガスケット25 x
35mmを、エダクタ停止バルブのアダプタのフ
ランジに合わせる図 76。
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g038479

図図図 76

1. フランジ付き 90° エルボ上
側給液ホース2.5 x 22cm

4. フィルタのヘッド

2. ガスケット25 x 35mm 5. バーブ付きストレートフィッ
ティング

3. フランジクランプ4064mm 6. アダプタエダクタ停止バル
ブ

2. ホースをアダプタに仮組みする図 76フランジ
クランプ4064mmを使用する。

3. 上側給液ホースのフランジ付き90°フィッティ
ングとガスケットを、フィルタヘッドのフラ
ンジに合わせる 図 76。

4. フランジ付き90°エルボをフィルタヘッドに固
定する図 76フランジクランプ4064mmを使用
する。

5. 上側給液ホースのバーブ付きストレートフィッ
ティングをエダクタ停止バルブアダプタに固定
しているフランジクランプを締め付ける図 76。

16
ブブブーーームムム散散散布布布バババルルルブブブ用用用ホホホーーースススををを取取取りりり
付付付けけけるるる

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

1 ブームバイパスホース2.5 x 146cm

1 給液ホース左側ブーム2 x 205cm

1 給液ホース中央ブーム2 x 58cm

1 給液ホース右側ブーム2 x 170cm

ブブブーーームムムバババイイイパパパスススホホホーーースススををを取取取りりり付付付けけけるるる

オオオプププシシショョョンンンのののスススプププレレレーーーガガガンンンキキキッッットトトややや電電電動動動ホホホーーースススリリリーーールルルキキキッッッ
トトトををを搭搭搭載載載しししててていいいななないいい車車車両両両

注注注オプションのハンドスプレースティックキットや
電動ホースリールキットを搭載している車両ではこ
の作業を飛ばしてください。ブームバイパスホース
はブームバイパスホースを取り付けるオプションの
スプレーガンキットや電動ホースリールキットを搭
載した車両 (ページ 44)で取り付けます。

1. ブームバイパスホース2.5 x 146cmの90°クイッ
クコネクトフィッティングを、バイパスマニ
ホルドのクイックカップリングに組み付け
るブームバイパスホースに付属しているリテー
ナ小を使用する図 77。
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g038290

図図図 77

1. クイックコネクトフィッティン
グバイパスマニホルド

5. リテーナ大

2. 90°クイックコネクトフィッ
ティング

6. 90°鋸歯フィッティング

3. ブームバイパスホース2.5 x
146cm

7. バルクヘッドフィッティング
タンク

4. リテーナ小

2. 図 78のように、ブームバイパスホースを、右
側フレームチャネルの周囲を回して液剤タン
クのバルクヘッドフィッティングに導く。

g038291

図図図 78

1. ブームバイパスホース2.5 x 146cm

3. ブームバイパスホースのバーブ付き 90°フィッ
ティングを、バルクヘッドのフィッティング
に組み付ける図 77。

4. 90°フィッティングを、バルクヘッドのフィッ
ティング図 77に固定するステップ1 ブームバ
イパスホースを取り外す (ページ 16)で外した
リテーナ大を使用。

ブブブーーームムム用用用給給給液液液ホホホーーースススををを取取取りりり付付付けけけるるる

1. 各ブームの給液ホースをそれぞれのブームバ
ルブに図 79に示すように配設する。

g038358

図図図 79

1. 左側ブーム用送液ホース2
x 213cm

3. 右側ブーム用給液ホー
ス2 x 142cm

2. 中央ブーム用給液ホー
ス2 x 67cm

2. 左ブーム用給液ホースのバーブ付きストレート
フィッティングを、左ブーム用バルブのクイッ
クコネクトフィッティングに取り付ける図 80。
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g038359

図図図 80

1. リテーナ 5. バーブ付きストレートフィッ
ティング左ブーム用給液
ホース2 x 205cm

2. クイックコネクトフィッティン
グ左ブームバルブ

6. バーブ付きストレートフィッ
ティング中央ブーム用給液
ホース2 x 58cm

3. クイックコネクトフィッティン
グ中央ブームバルブ

7. バーブ付きストレートフィッ
ティング右ブーム用給液
ホース2 x 170cm

4. クイックコネクトフィッティン
グ右ブームバルブ

3. バーブ付きストレートフィッティングを、ク
イックコネクトフィッティングに取り付け
るホースに付属しているリテーナを使用する
図 80。

給給給液液液ホホホーーースススをををブブブーーームムムににに取取取りりり付付付けけけるるる

1. 中央ブーム用給液ホースを、中央ブームのT字
フィッティングに接続する図 81。

g038367

g032360

図図図 81

1. センターブームのバルブ 4. 給液ホース中央ブーム

2. センターブーム 5. ホースクランプ

3. 機体の左側 6. バーブ付き字フィッティング

2. ホースをT字フィッティングに固定するステッ
プ5ブームホースを取り外す (ページ 11)で外し
たクランプを使用する。

3. 右側ブーム用給液ホースを、中央ブームのサ
ポートクランプに通す図 82。
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g038368

g038128

図図図 82

1. 左右ブーム 4. ホースクランプ

2. 給液ホースブーム端部 5. R クランプ

3. バーブ付き字フィッティング

4. 右側ブーム用給液ホースを、右ブームの T字
フィッティングに接続する図 82。

5. ホースをT字フィッティングに固定するステッ
プ1ブームホースを取り外す (ページ 11)で外し
たクランプを使用する。

6. 機体の反対側のブームでも、ステップ 35の
作業を行う。

17
オオオプププシシショョョンンンのののスススプププレレレーーーガガガンンンキキキッッットトトややや
電電電動動動ホホホーーースススリリリーーールルルキキキッッットトトににに停停停止止止バババ
ルルルブブブとととホホホーーースススををを接接接続続続すすするるる

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

1 キャップとリテーナ

1 バーブ付きストレートフィッティング ½ インチ

1 クイックコネクトフィッティングソケット

2 ホースクランプ1332mm

1 ホース1.3 x 762cm

1 ホース1.3 x 180cm

2 2412-36 ホースクランプ611mm

1 バイパス停止バルブ

1 ブームバイパスホース2.5 x 146cm

ブブブーーームムムバババイイイパパパスススバババルルルブブブののの位位位置置置換換換えええ

1. バイパスマニホルドのソケット付きクイック
コネクトフィッティングにプラグを固定して
いるリテーナを外す図 83。

注注注 リテーナは ブームバイパスホースを取り
付けるオプションのスプレーガンキットや電
動ホースリールキットを搭載した車両 (ペー
ジ 44)で使用します。
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g038379

図図図 83

1. リテーナ 3. プラグ

2. クイックコネクトソケット

2. ソケット付きクイックコネクトフィッティン
グからプラグを取り外す図 83。

注注注 外したプラグは不要です。

3. バイパスマニホルドを散布バルブマニホルド
に固定しているリテーナ3本を外す図 84。

g038386

図図図 84

1. クイックコネクトフィッティン
グバイパスバルブ

3. クイックコネクトフィッティン
グ散布バルブマニホルド

2. バイパスバルブ 4. リテーナ

4. 散布バルブマニホルドからバイパスマニホル
ドを持ち上げて外す図 84。

5. バイパスマニホルドを180°回転させて散布バル
ブマニホルドにある 3つのクイックコネクト
フィッティングに載せる図 85。

g038402

図図図 85

1. バイパスマニホルドクイック
コネクトソケット

3. クイックコネクトフィッティン
グ散布バルブマニホルド

2. クイックコネクトフィッティン
グバイパスバルブ

4. リテーナ

6. バイパスマニホルドを散布バルブマニホルド
のクイックコネクトフィッティングに固定す
る図 85に固定するステップ 3で外したリテー
ナ 3個を使用する。

7. クイックコネクトフィッティングにキャップ
を取り付ける (図 86)ステップ 1で外したリテー
ナを使用する。

g038380

図図図 86

1. キャップ 3. リテーナ

2. クイックコネクトフィッティン
グ
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オオオプププシシショョョンンンのののスススプププレレレーーーガガガンンンキキキッッットトトややや電電電動動動ホホホーーー
スススリリリーーールルルキキキッッットトトににに停停停止止止バババルルルブブブををを取取取りりり付付付けけけるるる

1. 右側散布バルブにガスケットとエンドキャッ
プを固定しているフランジクランプを取り外
す 図 87。

g038403

図図図 87

1. ガスケット 4. フランジクランプ

2. エンドキャップポート付き 5. チューブカップラ

3. フランジ右側散布バルブ

2. エンドキャップのポートについているチュー
ブカップラを外す図 87。

注注注 外したフランジクランプ、ガスケット、
チューブカップラは後に使用します。エンド
キャップは不要です。

3. バーブ付きストレートフィッティング¾イン
チをフランジ付き停止バルブに固定している
リテーナを外して、バーブ付きフィッティン
グを外す図 88。

注注注 外したリテーナとバーブ付きストレート
フィッティングは 給液ホースを取り付けるオ
プションの電動ホースリールキットを搭載し
ている車両 (ページ 43)で使用します。

g038424

図図図 88

1. 90° エルボ圧力ポート付き 5. フランジ付き停止バルブ

2. チューブカップラ 6. バーブ付きストレートフィッ
ティング ¾ インチ

3. ガスケット25 x 35mm 7. リテーナ

4. フランジクランプ4064mm

4. ステップ 2で取り外したチューブカップラを、
90°エルボの圧力ポートに取り付ける (図 88)。

5. 90°エルボ圧力ポート付きを、フランジ付き
停止バルブとガスケット25 x 35mmに組み付け
るフランジクランプ40~64mmを使用して図 88
のように取り付ける。

注注注 停止バルブのハンドルとチューブカップラ
を 180°離れて整列させること。

6. 90°エルボ圧力ポート付きを、右ブームバル
ブのフランジに取り付けるステップ1で取り
外したフランジクランプとガスケットを使用
し、図 89のように取り付ける。
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g038425

図図図 89

1. フランジ 右側ブームバルブ 3. フランジクランプ

2. ガスケット 4. 90° エルボ圧力ポート付き

給給給液液液ホホホーーースススををを取取取りりり付付付けけけるるるスススプププレレレーーーガガガンンンキキキッッットトト
ををを搭搭搭載載載しししててていいいるるる車車車両両両

1. バーツ付きストレートフィッティング1/2イン
チのねじ山に 図 91PTFEテープを巻く。

g038500

図図図 90

1. PTFE テープ 2. バーブ付きストレートフィッ
ティング ½ インチ

2. 図 91に示すように、バーブ付きストレート
フィッティング (1/2インチ)をクイックコネク
トフィッティングソケットに組み付ける。

g038449

図図図 91

1. ホース1.3 x 762cm 3. バーブ付きストレートフィッ
ティング ½ インチ

2. ホースクランプ 4. クイックコネクトフィッティン
グソケット

3. ホース1.3 x 762cmとホースクランプ611mmを
バーブ付きストレートフィッティングに組み
付ける図 91。

4. ホースのクイックコネクトフィッティングソ
ケットを、フランジ停止バルブのクイックコ
ネクトフィッティングに取り付ける図 92。

g038455

図図図 92

1. クイックコネクトフィッティン
グフランジ停止バルブ

3. リテーナ

2. ホース1.3 x 762cm 4. クイックコネクトフィッティン
グソケット

5. ホースのクイックコネクトフィッティングと
フランジ停止バルブを、ホースのクイックコ
ネクトフィッティングについているリテーナ
で固定する図 92。

6. 給液ホースを、車両前方に配設する液剤タン
クに沿ってスプレーガンブラケットへ導き、
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ここで、ケーブルタイ3本を使ってホースをタ
ンクフレームに固定する図 93。

g038456

図図図 93

7. スプレーガンのバーブ図 94ステップ ハンド
スプレーキットオプションを外す (ページ 10)
で外したものを、スプレーホースに取り付け
るクランプ6 11mmを使用する。

g038457

図図図 94

1. 給液ホース 3. ホースバーブスプレーガン

2. ホースクランプ

8. スプレーガンをスプレーガンブラケットにセッ
トし、ホースをホースフックに掛ける。

給給給液液液ホホホーーースススををを取取取りりり付付付けけけるるるオオオプププシシショョョンンンののの電電電動動動
ホホホーーースススリリリーーールルルキキキッッットトトををを搭搭搭載載載しししててていいいるるる車車車両両両
1. ステップ3 オプションのスプレーガンキット

や電動ホースリールキットに停止バルブを取
り付ける (ページ 41)で外したバーブ付きスト
レートフィッティング¾インチを、ホース1.3
x 180cmに取り付けるホースクランプ1332mmを
使用して図 95のように取り付ける。

g037825

図図図 95

1. バーブ付きストレートフィッ
ティング ¾ インチ

3. ホース1.3 x 180cm

2. ホースクランプ

2. ホースのバーブ付きストレートフィッティン
グを、フランジ停止バルブのクイックコネク
トフィッティングに取り付ける図 96。

g038446

図図図 96

1. クイックコネクトフィッティン
グフランジ停止バルブ

4. ホース1.3 x 180cm

2. リテーナ 5. 機体前方

3. バーブ付きストレートフィッ
ティング

3. バーブ付きストレートフィッティングとクイッ
クコネクトフィッティング図 96を固定するス
テップ3オプションのスプレーガンキットや電
動ホースリールキットに停止バルブを取り付
ける (ページ 41)で外したリテーナを使用する。

43
 



4. 給液ホースを、液剤タンクに沿って車両前方
のホースリールへ導く図 96。

5. タンク前部固定ベルトにある支持クランプに
入口ホースを取り付ける図 97。

g038445

図図図 97

1. ホース1.3 x 180cm 2. サポートクランプ

6. 給液ホースを、ホースリールのバーブ付きス
トレートフィッティングに固定する図 98ホー
スクランプ1332mmを使用する。

g038150

図図図 98

1. バーブ付きフィッティング入
口スイベル

3. 給液ホースホースリール

2. ホースクランプ

ブブブーーームムムバババイイイパパパスススホホホーーースススををを取取取りりり付付付けけけるるるオオオプププシシショョョ
ンンンのののスススプププレレレーーーガガガンンンキキキッッットトトややや電電電動動動ホホホーーースススリリリーーールルル
キキキッッットトトををを搭搭搭載載載しししたたた車車車両両両

1. バイパスマニホルドに、バイパス停止バルブ
を組み付ける図 99ステップ1 ブームバイパス

バルブの位置換え (ページ 39)で外した小さい
リテーナを使用する。

注注注 バイパス停止バルブのハンドルが図 99のよ
うに整列するように取り付けること。

g038470

図図図 99

1. バイパスマニホルドクイック
コネクトソケット

4. リテーナ小

2. バイパス停止バルブ 5. ブームバイパスホース2.5 x
146cm

3. 90°クイックコネクトフィッ
ティング

2. ブームバイパスホース2.5 x 146cmの90°クイッ
クコネクトフィッティングを、バイパス停止
バルブのクイックカップリングに組み付け
るブームバイパスホースに付属しているリテー
ナ小を使用する図 99。

3. 図 100のように、ブームバイパスホースを、右
側フレームチャネルの周囲を回して液剤タン
クのバルクヘッドフィッティングに導く。

44
 



g038471

図図図 100

1. リテーナ大 3. バルクヘッドフィッティング
タンク

2. 90°鋸歯フィッティング 4. ブームバイパスホース

4. ブームバイパスホースのバーブ付き 90°フィッ
ティングを、バルクヘッドのフィッティング
に組み付ける図 100。

5. 90°フィッティングを、バルクヘッドのフィッ
ティング図 100に固定するステップ1ブームバ
イパスホースを取り外す (ページ 16)で外した
リテーナ大を使用。

18
オオオプププシシショョョンンンのののエエエダダダクククタタタキキキッッットトト用用用ののの給給給
液液液ホホホーーースススををを取取取りりり付付付けけけるるる

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

1 エダクタ用給液ホース2 x 88cm

1 リテーナ小

手手手順順順

1. エダクタ用給液ホース2 x 88cmのバーブ付き
ストレートフィッティングとガスケット25 x
35mmステップ2 オプションのエダクタキット
を外す (ページ 9)で外したものを、エダクタの
フランジに合わせる図 101。

g038497

図図図 101

1. フランジ エダクタ 5. エダクタ用給液ホース2 x
88cm

2. ガスケット 6. 底部ポートエダクタ停止バ
ルブ

3. フランジクランプ 7. 90°鋸歯フィッティング

4. バーブ付きストレートフィッ
ティング

8. リテーナ小

2. バーブ付きフィッティングをエダクタのフラ
ンジに取り付けるステップ1オプションのエダ
クタキットを外す (ページ 9)で外したフランジ
クランプを使用する。

3. 図 102のように、エダクタ用給液ホースを、エ
ダクタ停止バルブの底部へ導く。
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g038496

図図図 102

1. エダクタ用給液ホース2 x 88cm

4. エダクタの給液ホースのバーブ付き90°フィッ
ティングを、エダクタ停止バルブの底部ポー
トに組み付ける (図 101)。

5. 小さいリテーナを使って、バーブ付き90°
フィッティングをエダクタ停止バルブに固定
する図 101。

6. エダクタ給液ホースのバーブ付きストレート
フィッティングをエダクタの入り口フランジ
に固定しているフランジクランプを締め付け
る図 102。

19
水水水圧圧圧検検検知知知チチチュュューーーブブブををを取取取りりり付付付けけけるるる

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

手手手順順順

エンドセクションバルブのチューブコネクタに水圧
検知チューブを挿入する図 103または図 104。

g038498

図図図 103
スプレースティックキットや電動ホースリールキットを搭載

していない車両

1. チューブコネクタ 3. 水圧検知チューブ

2. エンドキャップポート付き
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図図図 104
スプレースティックキットや電動ホースリールキットを搭載

している車両

1. 90° エルボ圧力ポート付き 3. 水圧検知チューブ

2. チューブコネクタ

20
Arag かかかららら KZ バババルルルブブブへへへのののコココンンン
バババーーージジジョョョンンンキキキッッットトトののの取取取りりり付付付けけけののの最最最
終終終作作作業業業ををを行行行ううう

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

手手手順順順

1. バッテリーのプラス赤ケーブルをバッテリーの
端子に、マイナス黒ケーブルをバッテリーの端
子に取り付け、ボルトと蝶ナットで固定する図
4バッテリーの接続を外す (ページ 6)を参照。

2. 両方の端子に絶縁ゴムカバーを取り付ける図 4
バッテリーの接続を外す (ページ 6)を参照。

3. 座席支持ロッドを外して座席をもとに戻し、
ラッチが掛かったのを確認する。

製製製品品品ののの概概概要要要

各各各部部部ののの名名名称称称ととと操操操作作作

散散散布布布率率率制制制御御御レレレーーートトト制制制御御御バババルルルブブブ

散布率制御バルブはタンクの後ろにあり図 105、
ブームに供給する液量逆に言えばタンクに戻す液
量を調節するバルブです。

g028051

図図図 105

1. 散布率制御レート制御バ
ルブ

4. フローメータ

2. 攪拌バルブ 5. 個別ブームバルブ

3. マスターブームバルブ

マママスススタタターーーブブブーーームムムバババルルルブブブ

マスターブームバルブ図 105は、フローメータおよ
びブームバルブへの給液を一括で停止するための
バルブです。

個個個別別別ブブブーーームムムバババルルルブブブ

個別ブーム 3本へのフローを個別に調整するバル
ブで、ON/OFF可能です図 106。
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図図図 106

1. ノブ個別ブームバイパスバ
ルブ

2. アクチュエータ個別ブーム
バルブ

個個個別別別ブブブーーームムムバババイイイパパパスススバババルルルブブブ

ブームの一部が OFFになったときに余剰となる液剤
をタンクに逃がすためのバルブです。このバルブを
調整して、どのブームを ONにしても水圧が変化し
ないようにすることができます。マスターブームバ
イパスバルブを調整する (ページ 50)を参照。

攪攪攪拌拌拌バババルルルブブブ

タンクの後側にあります図 105。攪拌がONのと
き、液剤をこのバルブから攪拌ノズルへ送って攪
拌を行います。攪拌がONのとき、液剤はポンプへ
送られます。

攪攪攪拌拌拌スススロロロッッットトトルルルバババルルルブブブ

攪拌スロットルバルブは、攪拌回路への給液を減ら
すためのバルブです。減らすことにより、個別ブー
ムへの給液が増えます。

運運運転転転操操操作作作
個個個別別別ブブブーーームムムバババイイイパパパスススバババルルルブブブののの基基基
本本本設設設定定定
注注注 初めて使用する前や、ノズルを交換したときな
どには、スプレーヤの流量、速度、ブームバイパ
スの調整を行う必要があります。

この作業は平坦な広い場所で行ってください。

1. 液剤タンクに水を半分まで入れる。

2. ブームを下降させる。

3. レンジセレクタをニュートラルにセットし、
駐車ブレーキを掛ける。

4. ブームスイッチを3つともONにセットするが、
マスターブームスイッチはOFFの状態にする。

5. ポンプスイッチを ONにして攪拌を開始させ
る。

6. アクセルを一杯に踏み込んでエンジンを最大
速度にし、スロットルロックスイッチをON
位置にセットする。

7. インフォセンターを操作して補正Calibration画
面にし、そこでテスト速度Test Speedを選択
する。

注注注 ホーム画面を選択すると、いつでも補正は
キャンセルされます。

8. プラス+ボタンとマイナス-ボタンを使って、
テスト速度として 5.6km/hを入力し、ホームの
アイコンを選択する。

9. 管理者スイッチ散布率ロックスイッチを解除
位置にし、マスターブームスイッチをONに
する。

10. 散布率調整スイッチを使って、下の表に従っ
て散布率を調整する。

ノノノズズズルルルののの色色色 SIメメメーーートトトルルル系系系 英英英語語語 タタターーーフフフ慣慣慣用用用単単単
位位位

黄 159ml/m² 17 gpa 0.39 gpk

赤 319ml/m² 34 gpa 0.78 gpk

茶 394ml/m² 42 gpa 0.96 gpk

灰 478ml/m² 51 gpa 1.17 gpk

白 637ml/m² 68 gpa 1.56 gpk

青 796ml/m² 85 gpa 1.95 gpk

緑 1,190ml/m² 127 gpa 2.91 gpk

11. 左ブームをOFFにし、ブームバイパスノブ 図
107 を使って、先ほどと同じ水圧一般的には
2.75Bar = 2.8kg/cm2 = 40psiに調整する。

注注注 バイパスのノブについている目盛りや針は
単なる目安のためのものです。
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図図図 107

1. 個別ブームバイパス調整ノブ

12. 左ブームをONにし、右ブームをOFFにする。

13. 右ブームバイパスノブ 図 107 を使って、先ほ
どと同じ水圧一般的には 2.75Bar = 2.8kg/cm2
=40psiに調整する。

14. 右ブームをONにし、中央ブームをOFFにす
る。

15. 中央ブームバイパスノブ 図 107 を使って、先
ほどと同じ水圧一般的には 2.75Bar = 2.8kg/cm2
= 40psiに調整する。

16. 全部のブームをOFFにする。

17. ポンプを停止させる。

注注注 以上で補正は終了です。

攪攪攪拌拌拌バババイイイパパパスススバババルルルブブブのののノノノブブブののの位位位置置置
• 攪拌バイパスバルブが全開位置: 図 108。

• 攪拌バイパスバルブが閉(0)位置:図 108。

• 攪拌バイパスバルブが中間位置システム水圧に
合わせて調整された状態 : 図 108。

g028228

図図図 108

1. 開 3. 中間位置

2. 閉0

攪攪攪拌拌拌バババイイイパパパスススバババルルルブブブののの補補補正正正キキキャャャリリリ
ブブブレレレーーーシシショョョンンン設設設定定定
整整整備備備間間間隔隔隔: 1年ごと

この作業は平坦な広い場所で行ってください。

1. メインタンクに水を一杯に入れる。

2. 攪拌コントロールバルブが開いていることを確
認する。何らかの調整が行われて全開になっ
ていない場合には、ここで全開にする。

3. 駐車ブレーキを掛け、エンジンを始動させる。

4. レンジセレクタをニュートラルにする。

5. ポンプスイッチを ON位置にする。

6. アクセルを一杯に踏み込んでエンジンを最大
速度にし、スロットルロックをセットする。

7. 個別ブームバルブを3つすべて OFFにセット
する。

8. マスターブームスイッチをONにセットする。

9. システム水圧を最大にセット。

10. 攪拌スイッチを OFFにして水圧計の読みを
見る。

• 水圧計の読みが 6.9barで変化していなけれ
ば、攪拌バルブの基本設定は適切である。

• 水圧計の読みが変化していなければ、以下
の設定手順を行う。

11. 攪拌バルブの背面についている攪拌バイパス
バルブ図 109を使って、水圧計の読みが 6.9bar
になるように調整する。

g028049

図図図 109

1. 攪拌バイパスバルブ 2. マスターブームバイパス

12. ポンプスイッチをOFF位置に戻し、スロット
ルレバーをアイドル位置に戻し、始動スイッ
チを OFFにする。
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マママスススタタターーーブブブーーームムムバババイイイパパパスススバババルルルブブブををを
調調調整整整すすするるる
注注注マスターブームバイパスバルブは、マスターブー
ムスイッチがOFFのときに液剤タンクの攪拌ノズル
に送る液量を増減するためのバルブです。

1. 液剤タンクに水を半分まで入れる。

2. 平らな場所に移動する。

3. 駐車ブレーキを掛ける。

4. レンジセレクタをニュートラルにする。

5. ポンプスイッチを ON位置にする。

6. 撹拌スイッチを ON位置にする。

7. マスターブームスイッチを OFFにセットす
る。

8. エンジン速度を最大にし、スロットルロック
を ONにする。

9. マスターブームバイパスハンドルを使ってタ
ンク内の攪拌動作を調整する図 109。

10. スロットル速度をアイドリングにする。

11. 攪拌スイッチとポンプスイッチを OFFにセッ
トする。

12. エンジンを停止する。

保保保守守守

圧圧圧力力力フフフィィィルルルタタタスススクククリリリーーーンンンののの交交交換換換
整整整備備備間間間隔隔隔: 400運転時間ごと—圧力フィルタスクリー

ンを交換する。

注注注オプションとして、圧力フィルタスクリーンがあ
ります。代理店にてお買い求めいただけます。

1. 平らな場所に車両を移動し、スプレーヤポン
プとエンジンを停止し、駐車ブレーキを掛
け、キーを抜き取る。

2. 圧力フィルタの下に受け容器をおく図 110。

g038507

図図図 110

1. フィルタのヘッド 4. フィルタのエレメント

2. ボウル 5. Oリングドレンキャップ

3. Oリングボウル 6. ドレンキャップ

3. 圧力フィルタのボウルについているドレン
キャップを左に回して外す図 110。

注注注 ボウルから液が完全に抜けるのを待つ。

4. ボウルを左に回してフィルタヘッドから外す
図 110。

5. 古い圧力フィルタエレメントを外す図 110。

注注注 外した古いフィルタは廃棄する。

6. ドレンキャップの Oリングボウルのねじ溝付
きフィッティングとボウルの Oリングに傷や
破損がないか点検する図 110。
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注注注 プラグ用もボウル用も、磨耗したり破損し
たりしているOリングは交換してください。

7. 新しい圧力フィルタエレメントをフィルタ
ヘッドに取り付ける図 110。

注注注 フィルタエレメントがヘッドに密着してい
ることを確認してください。

8. フィルタヘッドにボウルを取り付けて手締め
する図 110。

9. ボウルにキャップを取り付けて手締めする図
110。

攪攪攪拌拌拌バババルルルブブブととと個個個別別別ブブブーーームムムバババルルルブブブ
ののの清清清掃掃掃
• 攪拌バルブの洗浄については以下の項を参照の

こと

1. バルブアクチュエータの取り外し (ペー
ジ 51)

2. 攪拌マニホルドバルブの取り外し (ペー
ジ 52)

3. マニホルドバルブの洗浄 (ページ 54)

4. マニホルドバルブの組み立て (ページ 55)

5. 攪拌マニホルドバルブの取り付け (ペー
ジ 56)

6. バルブアクチュエータの取り付け (ペー
ジ 57)

• 個別ブームバルブ3個の洗浄については以下の項
を参照のこと

1. バルブアクチュエータの取り外し (ペー
ジ 51)

2. ブームバルブマニホルドを取り外す (ペー
ジ 52)

3. マニホルドバルブの洗浄 (ページ 54)

4. マニホルドバルブの組み立て (ページ 55)

5. 個別ブームマニホルドバルブの取り付け
(ページ 56)

6. バルブアクチュエータの取り付け (ペー
ジ 57)

バババルルルブブブアアアクククチチチュュュエエエーーータタタののの取取取りりり外外外ししし

1. 平らな場所に駐車し、駐車ブレーキを掛け、ポ
ンプとエンジンを停止し、キーを抜き取る。

2. スプレーヤ用ハーネスの3口コネクタから、
バルブアクチュエータ用の3ピンコネクタを
外す。

3. アクチュエータを散布量制御用、攪拌、マス
ターブーム、または個別ブームバルブ用のマ

ニホルドバルブに固定しているリテーナを外
す 図 111。

注注注 リテーナの2本の足を寄せながら下へ押す
と外れます。

注注注 アクチュエータとリテーナは バルブアク
チュエータの取り付け (ページ 57)で再取り付
けするので廃棄しないでください。

g028237

図図図 111
図は個別ブームバルブのアクチュエータ攪拌バルブのアク

チュエータもほぼ同様

1. バルブアクチュエータ 図は
個別ブームバルブ

3. ステムポート

2. リテーナ

4. マニホルドバルブからアクチュエータを取り
外す。
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攪攪攪拌拌拌マママニニニホホホルルルドドドバババルルルブブブののの取取取りりり外外外ししし

1. 攪拌バルブのマニホルドを攪拌バイパスバル
ブ、圧力フィルタヘッド、リヂューサカップ
リング、アダプタフィッティング攪拌スロッ
トルバルブに固定しているクランプとガス
ケットを外す図 112。

注注注 クランプ、ガスケット、クイックコネク
ト、クイックコネクトピンは 攪拌マニホルド
バルブの取り付け (ページ 56)で使用します。

g028241

図図図 112
攪拌バルブ

1. フランジ圧力フィルタのヘッ
ド

5. ガスケット

2. マニホルド 攪拌バルブ 6. フランジ攪拌スロットルバル
ブのアダプタフィッティング

3. フランジ攪拌バイパスバル
ブ

7. フランジリデューサカップリ
ング

4. フランジクランプ

2. 機体から攪拌バルブマニホルドを取り外す図
113。

g028242

図図図 113

1. 攪拌バルブマニホルド

ブブブーーームムムバババルルルブブブマママニニニホホホルルルドドドををを取取取りりり外外外すすす

1. 個別ブームバルブ 図 114 のマニホルドを隣
接する個別ブームバルブ左ブームの場合はリ
デューサカップリングに固定しているクラン
プとガスケットを外す。
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図図図 114

1. フランジリデューサカップリ
ング

4. ガスケット

2. マニホルド個別ブームバ
ルブ

5. フランジクランプ

3. フランジ隣接する個別ブー
ムバルブ

2. 個別ブームバルブのマニホルドをバイパス
フィッティングに固定しているリテーナを外
す図 115。

g028238

図図図 115

1. リテーナ 3. マニホルドバルブアセンブリ

2. ソケットバイパスフィッティ
ング

4. ソケット出口フィッティング

3. 機体から個別ブームマニホルドを取り外す図
116。
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図図図 116

1. バイパスフィッティング 2. 個別ブームバルブマニホ
ルド

マママニニニホホホルルルドドドバババルルルブブブののの洗洗洗浄浄浄

1. バルブのステムを閉にセットする図 117。

g027562

図図図 117

1. バルブ開 2. バルブ閉じる

2. マニホルドのボディ両端部にあるエンドキャッ
プフィッティングアセンブリ2個を取り外す
図 118と 図 119。

g028243

図図図 118
攪拌バルブのマニホルド

1. ステムのリテーナ 7. バックシートの Oリング
17.2mm / 1.8mm

2. バルブステム 8. バルブシートのリング

3. ステムポート 9. マニホルドボディ

4. ステムのリテーナ 10. ボールバルブ

5. エンドキャップフィッティング 11. クイックコネクト

6. エンドキャップのシールの
Oリング20.2mm / 3.5mm
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図図図 119
個別ブームバルブマニホルド

1. バルブステムのシート 7. エンドキャップの Oリング
20.2mm / 3.5mm

2. バルブステムアセンブリ 8. バックシートの Oリング
17.2mm / 1.8mm

3. ステムポート 9. ボールシート

4. ステムのリテーナ 10. マニホルドボディ

5. 出口フィッティングの Oリン
グ18.7mm/ 2.6mm

11. ボールバルブ

6. エンドキャップフィッティング 12. エンドキャップフィッティン
グアセンブリ

3. ボールの位置が開になるようにバルブのステ
ムをセットする 図 117。

注注注 ステムが流れ方向と平行になり、ボール
が出てきます。

4. マニホルド内部のステムポートのスロットか
らステムリテーナを取り外す 図 118と図 119。

5. マニホルドからステムリテーナとバルブシー
トを取り外す図 118と 図 119。

6. マニホルドボディの中に手を入れてバルブス
テムアセンブリを取り出す 図 118と 図 119。

7. マニホルド内部とボールバルブの外側、バルブ
ステムアセンブリ、ステムキャプチャ、および
エンドフィッティングをきれいに洗浄する。

マママニニニホホホルルルドドドバババルルルブブブののの組組組みみみ立立立ててて

1. 出口フィッティングの Oリング個別ブームバ
ルブマニホルドのみ、エンドキャップの Oリ
ング、バックシートの Oリング、ボールシー
トそれぞれに傷や過度の摩耗がないか点検す
る図 118と 図 119。

注注注 磨耗したり破損したりしているOリングや
シートは交換してください。

2. バルブのステムにグリスを塗り、ステムをバル
ブステムシートに取り付ける図 118と 図 119。

3. バルブステムとシートをマニホルドに取り付け
てステムリテーナで固定する 図 118と図 119。

4. バックシートの Oリングとボールシートが相
互に整列しており、エンドキャップのフィッ
ティングに適切に収まっていることを確認す
る図 118と 図 119。

5. エンドキャップフィッティングアセンブリを
マニホルドボディに取り付け、エンドキャッ
プフィッティングのフランジがマニホルドの
ボディに接触したら図 118と図 119、その位置
からさらにバルブを 1/81/4回転締め付ける。

注注注 フィッティングの端部を破損しないように
注意してください。

6. バルブボディーにボールを入れる図 120。

注注注 バルブのステムはボール駆動スロットに収
まります。収まらない場合は、ボールの位置
を調節してください 図 120。

g027565

図図図 120

7. バルブステムアセンブリを「閉」にセットす
る図 117。

8. もう一つのエンドキャップフィッティングア
センブリについても、上記のステップ 4と 5を
行う。
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攪攪攪拌拌拌マママニニニホホホルルルドドドバババルルルブブブののの取取取りりり付付付けけけ

1. 攪拌バイパスバルブのフランジ、ガスケット
1枚、攪拌バルブマニホルドのエンドキャッ
プフィッティングのフランジを整列させる図
121。

注注注 必要に応じ、圧力フィルタのヘッドの取り
付け部をゆるめて隙間を作ってください。

g028244

図図図 121

1. フランジ圧力フィルタのヘッ
ド

5. ガスケット

2. フランジ攪拌バイパスバル
ブ

6. クイックコネクト

3. フランジリデューサカップリ
ング

7. マニホルド 攪拌バルブ

4. フランジクランプ 8. フランジ攪拌バルブのマニ
ホルド

2. 攪拌バイパスバルブ、ガスケット、攪拌バル
ブマニホルドを組み立てて、クランプを手締
めする 図 121。

3. 圧力フィルタヘッドのフランジと攪拌バルブ
マニホルドのフランジの間にあるガスケット
を整列させる図 121。

4. 圧力フィルタヘッド、ガスケット、攪拌バル
ブマニホルドを組み立てて、クランプを手締
めする 図 121。

5. 攪拌バルブマニホルドのフランジと縮径カッ
プリングのフランジとの間にあるガスケット
を整列させる図 121。

6. 攪拌バルブマニホルド、ガスケット、リデュー
サカップリングを組み立ててクランプを手締
めする 図 121。

7. 攪拌バルブマニホルドのフランジとアダプタ
フィッティングのフランジとの間にガスケッ
トを整列させる 図 121。

8. 攪拌バルブマニホルド、ガスケット、アダプ
タフィッティングを組み立ててクランプを手
締めする 図 121。

9. 圧力フィルタのヘッドの固定をゆるめた場
合には、そのボルトとナットを 19.825.4N·m
2.02.6kg.m = 175225in-lbにトルク締めする。

個個個別別別ブブブーーームムムマママニニニホホホルルルドドドバババルルルブブブののの取取取りりり付付付けけけ

1. マニホルドバルブの上側エンドキャップフィッ
ティングをバイパスフィッティングに取り付
ける図 122。

注注注 必要に応じ、バイパスバルブの取り付け部
をゆるめて隙間を作ってください。

g028245

図図図 122

1. フランジ縮径カップリング 6. ソケット出口フィッティング

2. ソケットバイパスフィッティ
ング

7. リテーナ

3. バイパスバルブ 8. フランジマニホルド — 個別
ブームバルブ

4. フランジ攪拌バルブに隣接
するマニホルド

9. ガスケット

5. エンドキャップフィッティング
マニホルドバルブアセンブリ

10. フランジクランプ

2. エンドキャップフィッティングをバイパス
フィッティングに取り付けるバイパスフィッ
ティングにリテーナを差し込んで固定する:
図 122。

3. 出口フィッティングを、マニホルドバルブの
下側エンドキャップフィッティングに取り付
ける 図 122。

4. エンドキャップフィッティングを出口フィッ
ティングに取り付ける (出口フィッティングの
ソケットにリテーナを差し込んで固定する図
122。
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5. 縮径カップリングのフランジと個別ブームバル
ブマニホルドのにガスケットを入れる 図 122。

6. リデューサカップリング、ガスケット、個別
ブームバルブマニホルドを組み立ててクラン
プを手締めする 図 122。

7. 一番左側のつの個別ブームバルブを取り付け
る場合には、両隣のつの個別ブームバルブの
フランジとの間にガスケットを入れる 図 122。

8. 両隣の2つの個別ブームバルブのマニホルド
とガスケットを組み立ててクランプを手締め
する 図 122。

9. バイパスバルブの固定をゆるめた場合には、
そのボルトとナットを 10.212.4N·m1.01.3kg.m =
90110in-lbにトルク締めする。

バババルルルブブブアアアクククチチチュュュエエエーーータタタののの取取取りりり付付付けけけ

1. アクチュエータをマニホルドバルブに合わせ
る。

2. アクチュエータとバルブを固定するステップ
3 バルブアクチュエータの取り付け (ページ
57) で外したものを使用する。

保保保管管管
短期・長期にわたる格納保管には、以下の整備を
行ってください。

• 短短短期期期ののの格格格納納納保保保管管管30日以内には、スプレーシス
テムの洗浄を行う;オペレーターズマニュアル
を参照。

• 長長長期期期ののの格格格納納納保保保管管管30日以上には、攪拌バルブおよ
び個別ブームバルブ3個の洗浄を行う 攪拌バルブ
と個別ブームバルブの清掃 (ページ 51)を参照。
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故故故障障障探探探究究究

散散散布布布シシシススステテテムムムののの故故故障障障探探探究究究

問問問題題題 考考考えええららられれれるるる原原原因因因 対対対策策策

1. ブームバルブの配線不良。 1. バルブを手動でOFFに戻す。コネクタを
外して接点部の点検と清掃をする。

2. ヒューズがない飛んでいる。 2. ヒューズを点検し、必要に応じて交換
する。

3. ホースが何かにはさまれている。 3. ホースを修正または交換する。

4. ブームバイパスバルブの調整不良。 4. 正しく調整する。

5. 個別ブームバルブの破損。 5. 代理店に連絡する。

ブームから散布しない。

6. 電気系統が故障している。 6. 代理店に連絡する。

散布がとまらない。 1. バルブの破損。 1. 個別ブームバルブを分解点検する;「洗
浄」の章を参照。全部の部品を点検し
不良品を交換する。

ブームバルブから液洩れする。 1. Oリングの劣化。 1. バルブを分解してシールを交換するバ
ルブ修理キットを代理店から入手する。

1. ブームバイパスバルブの調整不良。 1. 正しく調整する。

2. ブームバルブ内部に異物。 2. バルブ前後の接続を外して異物を取り
除く。

ブームを ON にすると水圧が下がる。

3. ノズルフィルタが詰まっている。 3. 全部のノズルを外して点検する。

1. アクチュエータ作動回路に取り付けられ
ているサーマルブレーカヒューズブロッ
クにあるが高温で作動した。

1. 温度が下がるまで待つ。ブレーカが何
度も作動する場合には代理店に連絡
する。

ブームアクチュエータが正しく作動しない。

2. アクチュエータの故障、または作動回
路に取り付けられているサーマルブレー
カヒューズブロックにあるが作動した。

2. 代理店に連絡する。
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図図図面面面

g038501

フフフロロローーー図図図 (Rev. A)

59
 



 


	NO TITLE
	NO TITLE

	. 
	1 キット取り付けの準備
	2 水圧検知チューブを取り外す
	3 バルブからワイヤハーネスを外す
	4 オプションのアタッチメントを外す
	5 ブームバルブを取り外す
	6 攪拌ノズルを取り外す
	7 攪拌・レート・マスター散布の各バルブを外す
	8 バルブ電装用コネクタを交換する
	9 バルブマニホルドを取り付ける
	10 フローメータとホースを取り付ける
	11 ワイヤハーネスをバルブに接続する
	12 オプションのエダクタキットを搭載した車両で、攪拌スロットルバルブとエダクタ停止バルブを取り付ける
	13 攪拌ノズルアセンブリとホースを取り付ける
	14 戻りホース、攪拌給液ホース、バイパスホースを取り付ける
	15 散布用給液ホースを取り付ける
	16 ブーム散布バルブ用ホースを取り付ける
	17 オプションのスプレーガンキットや電動ホースリールキットに停止バルブとホースを接続する
	18 オプションのエダクタキット用の給液ホースを取り付ける
	19 水圧検知チューブを取り付ける
	20 Arag から KZ バルブへのコンバージョンキットの取り付けの最終作業を行う

	NO TITLE
	NO TITLE

	NO TITLE
	個別ブームバイパスバルブの基本設定
	攪拌バイパスバルブのノブの位置
	攪拌バイパスバルブの補正（キャリブレーション）設定
	マスターブームバイパスバルブを調整する

	NO TITLE
	圧力フィルタスクリーンの交換
	攪拌バルブと個別ブームバルブの清掃

	NO TITLE
	NO TITLE
	NO TITLE



